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(57)【要約】
　アンテナをトランシーバにマッピングするための様々
な構成を提示する。複数のアンテナが存在してよい。複
数のアンテナの各アンテナは、様々な無線技術を使用し
て通信するように構成されてよい。複数のトランシーバ
が存在してよい。複数のトランシーバのうちの少なくと
もいくつかのトランシーバは、様々な無線技術を利用す
るように構成されてよい。プロセッサからの入力に基づ
いて、複数のアンテナの各アンテナを複数のトランシー
バの各トランシーバにマッピングするように構成された
セレクタ回路が存在してよい。プロセッサは、複数のア
ンテナのうちのどのアンテナを複数のトランシーバのう
ちのどのトランシーバにマッピングするかを制御するよ
うに構成されてよい。接触センサを使用して1つまたは
複数のアンテナのいずれが有効な電磁トランスデューサ
として働く可能性があるかを判定することができる。信
号対雑音測定値を使用してアンテナマッピングをいつ修
正すべきかを判定してよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナをトランシーバにマッピングすることのできるデバイスにおいて、
　各アンテナが、複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成された複数のア
ンテナと、
　複数のトランシーバであって、
　　第1のトランシーバが、前記複数の無線技術のうちの第1の無線技術を利用するように
構成され、
　　第2のトランシーバが、前記複数の無線技術のうちの第2の無線技術を利用するように
構成された
　複数のトランシーバと、
　前記複数のアンテナのうちの1つまたは複数のアンテナと前記第1のトランシーバおよび
前記第2のトランシーバのうちの少なくとも一方との間のマッピングを決定するように構
成されたプロセッサとを備えるデバイス。
【請求項２】
　前記プロセッサからの入力に基づいて、前記複数のアンテナのうちの前記1つまたは複
数のアンテナを前記複数のトランシーバのうちの1つまたは複数のトランシーバにマッピ
ングするように構成されたセレクタ回路をさらに備える、請求項1に記載のアンテナをト
ランシーバにマッピングすることのできるデバイス。
【請求項３】
　前記プロセッサは、ソフトスイッチングを使用して前記1つまたは複数のアンテナを前
記複数のトランシーバのうちの1つまたは複数のトランシーバにマッピングするようにさ
らに構成される、請求項1に記載のアンテナをトランシーバにマッピングすることのでき
るデバイス。
【請求項４】
　前記プロセッサは、前記第1のトランシーバが使用されていないときに前記複数のトラ
ンシーバのうちの前記第1のトランシーバを前記複数のアンテナのうちのすべてのアンテ
ナからアンマップすることを決定するようにさらに構成される、請求項1に記載のアンテ
ナをトランシーバにマッピングすることのできるデバイス。
【請求項５】
　前記プロセッサは、前記複数のアンテナのうちの2つのアンテナを前記複数のトランシ
ーバのうちの前記第2のトランシーバにマッピングすることを決定するようにさらに構成
される、請求項1に記載のアンテナをトランシーバにマッピングすることのできるデバイ
ス。
【請求項６】
　各接触センサが、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナに関する接触を示す複
数の接触センサをさらに備える、請求項1に記載のアンテナをトランシーバにマッピング
することのできるデバイス。
【請求項７】
　前記プロセッサは、前記複数の接触センサの各接触センサから接触指示を受け取るよう
にさらに構成され、
　各接触指示は、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティと接
触しているかどうかを示す、請求項6に記載のアンテナをトランシーバにマッピングする
ことのできるデバイス。
【請求項８】
　前記プロセッサは、
　前記複数の接触センサから受け取った前記接触指示を分析して、物理エンティティと少
しでも接触している前記複数のアンテナのうちの前記1つまたは複数のアンテナを識別す
るようにさらに構成される、請求項7に記載のアンテナをトランシーバにマッピングする
ことのできるデバイス。
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【請求項９】
　前記プロセッサは、
　前記複数の接触センサからの前記接触指示の分析に少なくとも部分的に基づいて前記複
数のアンテナのうちのあるアンテナを前記複数のトランシーバのうちの前記第2のトラン
シーバに割り当てるようにさらに構成される、請求項8に記載のアンテナをトランシーバ
にマッピングすることのできるデバイス。
【請求項１０】
　前記第1のトランシーバおよび前記第2のトランシーバの各々は、受信機能および送信機
能のうちの一方のみを実施する、請求項1に記載のアンテナをトランシーバにマッピング
することのできるデバイス。
【請求項１１】
　複数の信号対雑音測定値コレクタをさらに備え、
　各信号対雑音測定値コレクタは、前記複数のトランシーバのうちのあるトランシーバに
対応し、
　前記複数の信号対雑音測定値コレクタの各信号対雑音測定値コレクタは、前記対応する
トランシーバに関連する信号対雑音測定値を前記プロセッサに送るように構成され、
　前記プロセッサは、
　前記複数の信号対雑音測定値コレクタの各信号対雑音測定値コレクタから前記信号対雑
音測定値を受け取り、
　前記受け取った信号対雑音測定値のうちの少なくとも1つを使用してアンテナマッピン
グをいつ修正すべきかを判定するようにさらに構成される、請求項1に記載のアンテナを
トランシーバにマッピングすることのできるデバイス。
【請求項１２】
　各接触センサが、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナに関する接触を示す複
数の接触センサをさらに備え、
　前記プロセッサは、
　各接触指示が、前記複数のアンテナのうちの前記対応するアンテナが物理エンティティ
に接触しているかどうかを示す接触指示を、前記複数の接触センサの各接触センサから受
け取り、
　前記アンテナマッピングを修正すべきであると判定されたときに、前記受け取った接触
指示に少なくとも部分的に基づいて前記アンテナマッピングに対する修正を決定するよう
にさらに構成される、請求項11に記載のアンテナをトランシーバにマッピングすることの
できるデバイス。
【請求項１３】
　アンテナをトランシーバにマッピングするための方法であって、
　各アンテナが複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成され、前記複数の
無線技術のうちの第1の無線技術に関して有効な電磁トランスデューサとして働く可能性
がある、複数のアンテナのうちの1つまたは複数のアンテナを識別するステップと、
　前記複数の無線技術のうちの前記第1の無線技術を利用するように構成された複数のト
ランシーバのうちの第1のトランシーバに前記1つまたは複数のアンテナをマッピングする
ステップとを含む方法。
【請求項１４】
　前記複数のアンテナのうちのアイドル状態の複数のアンテナを識別するステップをさら
に含み、アイドル状態の各アンテナは、現在通信に使用されておらず、前記1つまたは複
数のアンテナは、前記アイドル状態の複数のアンテナの一部である、請求項13に記載のア
ンテナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項１５】
　前記複数のアンテナおよび前記複数のトランシーバはモバイルデバイスの一部であり、
　前記複数のアンテナは前記モバイルデバイスのすべてのアンテナを含み、かつ
　前記複数のトランシーバは前記モバイルデバイスのすべてのトランシーバを含む、請求
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項13に記載のアンテナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項１６】
　前記有効な電磁トランスデューサとして働く可能性のある前記複数のアンテナのうちの
前記1つまたは複数のアンテナを識別するステップは、前記複数のアンテナのうちの2つの
アンテナを識別するステップを含み、前記マッピングするステップは、前記2つのアンテ
ナを前記第1のトランシーバにマッピングするステップを含む、請求項13に記載のアンテ
ナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項１７】
　複数の接触センサから接触指示を受け取るステップをさらに含み、
　各接触指示は、複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティに接触し
ているかどうかを示し、前記識別するステップは、前記受け取った接触指示に少なくとも
部分的に基づく、請求項13に記載のアンテナをトランシーバにマッピングするための方法
。
【請求項１８】
　前記有効な電磁トランスデューサとして働く可能性のある前記1つまたは複数のアンテ
ナを識別するステップは、
　前記複数の接触センサから受け取った接触指示を分析して、物理エンティティと少しで
も接触している前記1つまたは複数のアンテナを識別するステップを含む、請求項17に記
載のアンテナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項１９】
　前記複数の信号対雑音測定値コレクタの各信号対雑音測定値コレクタから信号対雑音測
定値を受け取るステップと、
　前記接触指示を分析する前に、少なくとも1つの信号対雑音測定値を使用して、アンテ
ナマッピングを修正すべきであると判定するステップとをさらに含む、請求項18に記載の
アンテナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項２０】
　前記複数のトランシーバのうちの前記第1のトランシーバに関連する信号対雑音測定値
を判定するステップと、
　前記識別するステップの前に、前記信号対雑音測定値に少なくとも部分的に基づいて前
記複数のトランシーバのうちの前記第1のトランシーバへのアンテナのマッピングを修正
することを決定するステップとをさらに含む、請求項13に記載のアンテナをトランシーバ
にマッピングするための方法。
【請求項２１】
　コンピュータに、
　各アンテナが、複数の無線技術に従って無線信号を受け取るように構成され、前記複数
の無線技術のうちの第1の無線技術に関して有効な電磁トランスデューサとして働く可能
性がある、複数のアンテナのうちの1つまたは複数のアンテナを識別させ、
　前記複数の無線技術のうちの前記第1の無線技術を利用するように構成された複数のト
ランシーバのうちの第1のトランシーバに前記1つまたは複数のアンテナをマッピングさせ
るように構成された命令を含むコンピュータ可読媒体。
【請求項２２】
　前記命令は、前記コンピュータに、
　前記1つまたは複数のアンテナを前記複数のトランシーバのうちの前記第1のトランシー
バにマッピングするよう指示する指示をセレクタ回路に送らせるようにさらに構成される
、請求項21に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３】
　前記コンピュータに前記1つまたは複数のアンテナを識別させるように構成された前記
命令は、前記コンピュータに、
　前記複数のアンテナのうちの2つのアンテナを識別させる命令を含み、前記マッピング
は前記2つのアンテナを前記第1のトランシーバにマッピングすることを含む、請求項21に
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記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４】
　前記命令は、前記コンピュータに、
　複数の接触センサから接触指示を受け取らせるようにさらに構成され、
　各接触指示は、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティと接
触しているかどうかを示す、請求項21に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５】
　前記コンピュータに、前記有効な電磁トランスデューサとして働く可能性のある前記1
つまたは複数のアンテナを識別させるように構成された前記命令は、前記コンピュータに
、
　前記複数の接触センサから受け取った前記接触指示を分析させて、物理エンティティと
少しでも接触している前記1つまたは複数のアンテナを識別させるように構成された命令
をさらに含む、請求項24に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２６】
　前記命令は、前記コンピュータに、
　前記複数のトランシーバのうちの前記第1のトランシーバが使用されていないときに前
記第1のトランシーバを前記複数のアンテナのうちのすべてのアンテナからアンマップさ
せるように構成される、請求項21に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２７】
　前記命令は、前記コンピュータに、
　各信号対雑音測定値が前記複数のトランシーバのうちの対応するトランシーバに関連付
けられた信号対雑音測定値を受け取らせ、
　前記信号対雑音測定値のうちの1つまたは複数に少なくとも部分的に基づいてアンテナ
の前記第1のトランシーバへのマッピングを修正することを決定させるように構成される
、請求項21に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　アンテナをトランシーバにマッピングするための装置であって、
　各アンテナが、複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成され、前記複数
の無線技術のうちの第1の無線技術に関して有効な電磁トランスデューサとして働く可能
性がある、複数のアンテナのうちの1つまたは複数のアンテナを識別するための手段と、
　前記複数の無線技術のうちの前記第1の無線技術を利用するように構成された複数のト
ランシーバのうちの第1のトランシーバに前記1つまたは複数のアンテナをマッピングする
ための手段とを備える装置。
【請求項２９】
　前記複数のアンテナのうちのアイドル状態の複数のアンテナを識別する手段をさらに含
み、アイドル状態の各アンテナは、現在通信に使用されておらず、前記1つまたは複数の
識別されたアンテナは、前記アイドル状態の複数のアンテナの一部である、請求項28に記
載のアンテナをトランシーバにマッピングするための装置。
【請求項３０】
　接触指示を収集するための手段をさらに備え、
　各接触指示は、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティと接
触しているかどうかを示す、請求項28に記載のアンテナをトランシーバにマッピングする
ための装置。
【請求項３１】
　前記有効な電磁トランスデューサとして働く可能性のある前記1つまたは複数のアンテ
ナを識別するための前記手段は、
　前記接触指示を分析して、物理エンティティと少しでも接触している前記1つまたは複
数のアンテナを識別するための手段を備える、請求項30に記載のアンテナをトランシーバ
にマッピングするための装置。
【請求項３２】
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　前記複数のアンテナおよび前記複数のトランシーバはモバイルデバイスの一部であり、
　前記複数のアンテナは前記モバイルデバイスのすべてのアンテナを含み、かつ
　前記複数のトランシーバは前記モバイルデバイスのすべてのトランシーバを含む、請求
項28に記載のアンテナをトランシーバにマッピングするための装置。
【請求項３３】
　前記複数のトランシーバのうちの前記第1のトランシーバが使用されていないときに前
記第1のトランシーバを前記複数のアンテナのうちのすべてのアンテナから分離するため
の手段をさらに備える、請求項28に記載のアンテナをトランシーバにマッピングするため
の装置。
【請求項３４】
　各信号対雑音測定値が前記複数のトランシーバのうちの対応するトランシーバに関連付
けられた信号対雑音測定値を収集するための手段と、
　前記信号対雑音測定値に少なくとも部分的に基づいて前記複数のトランシーバのうちの
前記第1のトランシーバへのアンテナのマッピングを修正することを決定するための手段
とをさらに備える、請求項28に記載のアンテナをトランシーバにマッピングするための装
置。
【請求項３５】
　アンテナをトランシーバにマッピングするためのシステムであって、
　各アンテナが、複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成された複数のア
ンテナと、
　少なくとも1つのトランシーバが、少なくとも1つの他のトランシーバによって利用され
る第2の無線技術とは異なる第1の無線技術を利用するように構成された前記複数のトラン
シーバと、
　プロセッサからの入力に基づいて、前記複数のアンテナのうちのあるアンテナを前記複
数のトランシーバのうちのあるトランシーバにマッピングするように構成されたセレクタ
回路と、
　前記複数のアンテナの前記複数のトランシーバへのマッピングを制御するように構成さ
れた前記プロセッサと、
　各接触センサが、複数のアンテナのうちの対応するアンテナが外部の物体に接触してい
るかどうかを示す前記複数の接触センサと、
　各信号対雑音測定値コレクタが、前記複数のトランシーバのうちのあるトランシーバに
対応し、前記対応するトランシーバの信号対雑音測定値を求める複数の信号対雑音測定値
コレクタとを備え、
　前記プロセッサは、
　前記複数の信号対雑音測定値コレクタのうちの少なくとも1つからの信号対雑音測定値
および前記複数の接触センサのうちの少なくとも1つからの指示を使用して、前記複数の
アンテナのうちの少なくとも1つのアンテナの前記複数のトランシーバのうちの少なくと
も1つのトランシーバへのマッピングに対する修正を決定するようにさらに構成されるシ
ステム。
【請求項３６】
　前記セレクタ回路は前記プロセッサの一部である、請求項35に記載のアンテナをトラン
シーバにマッピングするためのシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチモードワイヤレスデバイスにおけるアンテナとトランシーバとのマッ
ピングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信が可能なデバイスは、複数のアンテナを有することができる。たとえば
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、消費者の携帯電話は、セルラー通信プロトコルおよびローカルワイヤレスプロトコルに
関連する1つまたは複数のアンテナを有してよい。これらのアンテナの各々は、特定の無
線技術を使用して送信および/または受信を行うトランシーバに結合されてよい。たとえ
ば、環境条件またはユーザがデバイスをどのように保持するかに応じて、いくつかのアン
テナは他のアンテナよりも通信における有効度が低くなることがある。どのアンテナがワ
イヤレス信号の受信および/または送信において最も有効に働く可能性があるかを判定す
るための構成が望ましく、かつワイヤレスデバイスの電力を節約するうえで有用であるこ
とがある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　アンテナをトランシーバにマッピングするためのシステム、方法、およびデバイスにつ
いて説明する。いくつかの実施形態では、アンテナをトランシーバにマッピングすること
のできるデバイスを提示する。このデバイスは、複数のアンテナを含んでよく、複数のア
ンテナの各アンテナは、複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成される。
デバイスは、複数のトランシーバを含んでよい。複数のトランシーバのうちの第1のトラ
ンシーバは、複数の無線技術のうちの第1の無線技術を利用するように構成されてよい。
複数のトランシーバのうちの第2のトランシーバは、複数の無線技術のうちの第2の無線技
術を利用するように構成されてよい。デバイスは、複数のアンテナのうちの1つまたは複
数のアンテナと第1のトランシーバおよび第2のトランシーバのうちの少なくとも一方との
間のマッピングを決定するように構成されたプロセッサを含んでよい。
【０００４】
　そのようなデバイスの実施形態は、以下のうちの1つまたは複数を含んでよい。セレク
タ回路は、プロセッサからの入力に基づいて、複数のアンテナのうちの1つまたは複数の
アンテナを複数のトランシーバのうちの1つまたは複数のトランシーバにマッピングする
ように構成される。プロセッサは、ソフトスイッチングを使用して1つまたは複数のアン
テナを複数のトランシーバのうちの1つまたは複数のトランシーバにマッピングするよう
にさらに構成されてよい。プロセッサは、複数のトランシーバのうちの第1のトランシー
バが使用されていないときに第1のトランシーバを複数のアンテナのうちのすべてのアン
テナからアンマップすることを決定するようにさらに構成されてよい。プロセッサは、複
数のアンテナのうちの2つのアンテナを複数のトランシーバのうちの第2のトランシーバに
マッピングすることを決定するようにさらに構成されてよい。複数の接触センサが存在し
てよく、複数の接触センサの各接触センサは、複数のアンテナのうちの対応するアンテナ
に関する接触を示す。プロセッサは、複数の接触センサの各接触センサから接触指示を受
け取るようにさらに構成されてよい。各接触指示は、複数のアンテナのうちの対応するア
ンテナが物理エンティティと接触しているかどうかを示してよい。プロセッサは、複数の
接触センサから受け取った接触指示を分析して、物理エンティティと少しでも接触してい
る複数のアンテナのうちの1つまたは複数のアンテナを識別するように構成されてよい。
プロセッサは、複数の接触センサからの接触指示の分析に少なくとも部分的に基づいて複
数のアンテナのうちのあるアンテナを複数のトランシーバのうちの第2のトランシーバに
割り当てるように構成されてよい。第1のトランシーバおよび第2のトランシーバの各々は
、受信機能および送信機能のうちの1つのみを実装してよい。デバイスは、複数の信号対
雑音測定値コレクタを含んでよく、各信号対雑音測定値コレクタは複数のトランシーバの
うちのあるトランシーバに対応し、複数の信号対雑音測定値コレクタの各信号対雑音測定
値コレクタは、対応するトランシーバに関連する信号対雑音測定値をプロセッサに送信す
るように構成されてよい。プロセッサは、複数の信号対雑音測定値コレクタの各信号対雑
音測定値コレクタから信号対雑音測定値を受け取り、受け取った信号対雑音測定値のうち
の少なくとも1つを使用して、アンテナマッピングをいつ修正すべきかを判定するように
さらに構成されてよい。デバイスは、複数の接触センサを含んでよく、複数の接触センサ
の各接触センサは、複数のアンテナのうちの対応するアンテナに関する接触を示す。プロ
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セッサは、複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティに接触している
かどうかを示す接触指示を、複数の接触センサの各接触センサから受け取り、アンテナマ
ッピングを修正すべきであると判定されたときに受け取った接触指示に少なくとも部分的
に基づいてアンテナマッピングに対する修正を決定するようにさらに構成されてよい。
【０００５】
　いくつかの実施形態では、アンテナをトランシーバにマッピングするための方法を提示
する。この方法は、複数の無線技術のうちの第1の無線技術に関して有効な電磁トランス
デューサとして働く可能性がある複数のアンテナのうちの1つまたは複数のアンテナを識
別することを含んでよい。複数のアンテナの各アンテナは、複数の無線技術に従って無線
信号を受け取るように構成されてよい。この方法は、1つまたは複数のアンテナを複数の
トランシーバのうちの第1のトランシーバにマッピングすることを含んでよい。複数のト
ランシーバのうちの第1のトランシーバは、複数の無線技術のうちの第1の無線技術を利用
するように構成されてよい。
【０００６】
　そのような方法の実施形態は、以下のうちの1つまたは複数を含んでよい。この方法は
、複数のアンテナのうちのアイドル状態の複数のアンテナを識別することを含み、アイド
ル状態の各アンテナは、現在通信に使用されておらず、1つまたは複数のアンテナは、ア
イドル状態の複数のアンテナの一部である。複数のアンテナおよび複数のトランシーバは
モバイルデバイスの一部であってよく、複数のアンテナはモバイルデバイスのすべてのア
ンテナを含んでよく、複数のトランシーバはモバイルデバイスのすべてのトランシーバを
含んでよい。識別することは、複数のアンテナのうちの2つのアンテナを識別することを
含んでよく、マッピングは2つのアンテナを第1のトランシーバにマッピングすることを含
む。この方法は、複数の接触センサから接触指示を受け取ることを含んでよく、各接触指
示は、複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティに接触しているかど
うかを示し、識別することは、受け取った接触指示に少なくとも部分的に基づく。有効な
電磁トランスデューサとして働く可能性がある1つまたは複数のアンテナを識別すること
は、複数の接触センサから受け取った接触指示を分析して、物理エンティティに少しでも
接触している1つまたは複数のアンテナを識別することを含む。この方法は、複数の信号
対雑音測定値コレクタの各信号対雑音測定値コレクタから信号対雑音測定値を受け取るこ
とと、接触指示を分析する前に、少なくとも1つの信号対雑音測定値を使用して、アンテ
ナマッピングを修正すべきであると判定することとを含んでよい。この方法は、複数のト
ランシーバのうちの第1のトランシーバに関連する信号対雑音測定値を求めることと、識
別することの前に、この信号対雑音測定値に少なくとも部分的に基づいて複数のトランシ
ーバのうちの第1のトランシーバへのアンテナのマッピングを修正することを決定するこ
ととを含んでよい。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、コンピュータ可読媒体を提示する。コンピュータ可読媒体は
、コンピュータに複数の無線技術のうちの第1の無線技術に関して有効な電磁トランスデ
ューサとして働く可能性がある複数のアンテナのうちの1つまたは複数のアンテナを識別
させるように構成された命令を含む。複数のアンテナの各アンテナは、複数の無線技術に
従って無線信号を受信するように構成されてよい。命令は、コンピュータに1つまたは複
数のアンテナを複数のトランシーバのうちの第1のトランシーバにマッピングさせるよう
に構成された命令を含んでよい。複数のトランシーバのうちの第1のトランシーバは、複
数の無線技術のうちの第1の無線技術を利用するように構成されてよい。
【０００８】
　そのようなコンピュータ可読媒体の実施形態は、以下のうちの1つまたは複数を含んで
よい。各命令は、コンピュータに、1つまたは複数のアンテナを複数のトランシーバのう
ちの第1のトランシーバにマッピングするよう指示する指示をセレクタ回路に送らせるよ
うにさらに構成されてよい。コンピュータに1つまたは複数のアンテナを識別させるよう
に構成された命令は、コンピュータに複数のアンテナのうちの2つのアンテナを識別させ
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る命令を含んでよく、コンピュータにマッピングを実行させるように構成された命令は、
コンピュータに2つのアンテナを第1のトランシーバにマッピングさせる命令を含んでよい
。各命令は、コンピュータに複数の接触センサから接触指示を受け取らせるようにさらに
構成されてよく、各接触指示は、複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンテ
ィティに接触しているかどうかを示す。コンピュータに有効な電磁トランスデューサとし
て働く可能性がある1つまたは複数のアンテナを識別させるように構成された命令は、コ
ンピュータに複数の接触センサから受け取った接触指示を分析させて物理エンティティに
少しでも接触している1つまたは複数のアンテナを識別させるように構成された命令をさ
らに含む。各命令は、コンピュータに複数のトランシーバのうちの第1のトランシーバが
使用されていないときに第1のトランシーバを複数のアンテナのうちのすべてのアンテナ
からアンマップさせるように構成されてよい。各命令は、コンピュータに信号対雑音測定
値を受け取らせるように構成されてよく、各信号対雑音測定値は、複数のトランシーバの
うちの対応するトランシーバに関連付けられ、コンピュータに複数のアンテナのうちのあ
るアンテナへのマッピングを修正することを決定させるように構成された命令は、コンピ
ュータに少なくとも1つの信号対雑音測定値を使用させる命令をさらに含む。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、アンテナをトランシーバにマッピングするための装置を提示
する。この装置は、複数の無線技術のうちの第1の無線技術に関して有効な電磁トランス
デューサとして働く可能性がある複数のアンテナのうちの1つまたは複数のアンテナを識
別するための手段を含んでよい。複数のアンテナの各アンテナは、複数の無線技術に従っ
て無線信号を受け取るように構成されてよい。装置は、1つまたは複数のアンテナを複数
のトランシーバのうちの第1のトランシーバにマッピングするための手段を含んでよい。
【００１０】
　そのような装置の実施形態は、複数のアンテナのうちのアイドル状態の複数のアンテナ
を識別する手段を含み、アイドル状態の各アンテナは、現在通信に使用されておらず、1
つまたは複数のアンテナは、アイドル状態の複数のアンテナの一部である。装置は、接触
指示を収集するための手段を含んでよく、各接触指示は、複数のアンテナのうちの対応す
るアンテナが物理エンティティに接触しているかどうかを示す。複数のアンテナおよび複
数のトランシーバはモバイルデバイスの一部であってよく、複数のアンテナはモバイルデ
バイスのすべてのアンテナを含んでよく、複数のトランシーバはモバイルデバイスのすべ
てのトランシーバを含んでよい。有効な電磁トランスデューサとして働く可能性がある1
つまたは複数のアンテナを識別するための手段は、接触指示を分析して、物理エンティテ
ィに少しでも接触している1つまたは複数のアンテナを識別するための手段を含んでよい
。装置は、複数のトランシーバのうちの第1のトランシーバが使用されていないときに第1
のトランシーバを複数のアンテナのうちのすべてのアンテナから分離するための手段を含
んでよい。装置は、各信号対雑音測定値が複数のトランシーバのうちの対応するトランシ
ーバに関連付けられた信号対雑音測定値を収集するための手段と、信号対雑音測定値に少
なくとも部分的に基づいて複数のトランシーバのうちの第1のトランシーバへのアンテナ
のマッピングを修正することを決定するための手段とを含んでよい。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、アンテナをトランシーバにマッピングするためのシステムを
提示する。このシステムは、複数のアンテナを含んでよく、複数のアンテナの各アンテナ
は、複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成される。システムは、複数の
トランシーバを含んでよく、複数のトランシーバのうちの少なくとも1つのトランシーバ
は、複数のトランシーバのうちの少なくとも1つの他のトランシーバによって利用される
第2の無線技術とは異なる第1の無線技術を利用するように構成される。システムは、プロ
セッサからの入力に基づいて、複数のアンテナのうちのあるアンテナを複数のトランシー
バのうちのあるトランシーバにマッピングするように構成されたセレクタ回路を含んでよ
い。プロセッサは、複数のアンテナの複数のトランシーバへのマッピングを制御するよう
に構成されてよい。システムは、複数の接触センサを含んでよく、複数の接触センサの各
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接触センサは、複数のアンテナのうちの対応するアンテナが外部の物体に接触しているか
どうかを示す。システムは、複数の信号対雑音測定値コレクタを含んでよく、各信号対雑
音測定値コレクタは、複数のトランシーバのうちのあるトランシーバに対応し、対応する
トランシーバの信号対雑音測定値を求める。プロセッサは、複数の信号対雑音測定値コレ
クタのうちの少なくとも1つからの信号対雑音測定値および複数の接触センサのうちの少
なくとも1つからの指示を使用して、複数のアンテナのうちの少なくとも1つのアンテナの
複数のトランシーバのうちの少なくとも1つのトランシーバへのマッピングに対する修正
を決定するようにさらに構成されてよい。いくつかの実施形態では、セレクタ回路はプロ
セッサの一部である。
【００１２】
　様々な実施形態の性質および利点のさらなる理解が、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付の図面において、類似の構成要素または特徴は、同じ参照符号を有
し得る。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照符号の後に、複数の類似の構成要
素を区別するダッシュおよび第2の標識を付けることによって、区別され得る。第1の参照
符号のみが本明細書において使用される場合、その説明は、第2の参照符号とは関係なく
同じ第1の参照符号を有する類似の構成要素のいずれの1つにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】複数のトランシーバにマッピングされるように構成された複数のアンテナを有す
るシステムの実施形態を示す図である。
【図２】複数のトランシーバにマッピングされるように構成された複数のアンテナを有す
るモバイルデバイス用のシステムの実施形態を示す図である。
【図３】接触センサからの接触データに少なくとも部分的に基づいて複数のトランシーバ
にマッピングされるように構成された複数のアンテナを有するモバイルデバイス用のシス
テムの実施形態を示す図である。
【図４】信号対雑音測定値コレクタおよび接触センサからの指示に少なくとも部分的に基
づいて複数のトランシーバにマッピングされるように構成された複数のアンテナを有する
モバイルデバイス用のシステムの実施形態を示す図である。
【図５】アンテナをトランシーバにマッピングするための方法の実施形態を示す図である
。
【図６】接触センサからの接触データに基づいてアンテナをトランシーバにマッピングす
るための方法の実施形態を示す図である。
【図７】信号対雑音測定値および接触センサからの接触データに基づいてアンテナをトラ
ンシーバにマッピングするための方法の実施形態を示す図である。
【図８】コンピュータシステムの実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　ワイヤレス通信が可能なモバイルデバイスのような多くのデバイスは、複数のアンテナ
を有する。そのようなデバイスは、通常各々が1つまたは2つのアンテナに結合された複数
のトランシーバを有してよい。たとえば、携帯電話などのモバイルデバイスは、CDMAなど
のセルラー通信無線技術を使用してセルラーネットワークと通信するトランシーバを有し
てよい。このCDMAトランシーバは、必要に応じてダイバーシティ受信に対応するように2
つのアンテナに結合されてよい。この同じモバイルデバイスは、Bluetooth(登録商標)用
のトランシーバおよびWiFi無線技術用のトランシーバのような複数の他のトランシーバを
有してよい。これらのトランシーバの各々が2つの専用アンテナに接続される場合、モバ
イルデバイス上のアンテナの総数は最低でも6つである。他のモバイルデバイスは、ずっ
と多くのトランシーバを含んでよく、したがって、より多くのアンテナを含んでよい。各
アンテナが特定のトランシーバ専用である場合、モバイルデバイス上のトランシーバの数
が増えるにつれて、アンテナの数も同様に増えてよい。
【００１５】
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　アンテナは、特定のトランシーバのみに結合されるのではなく、複数のトランシーバに
マッピングされるように構成されてよい。たとえば、マッピングは、複数のトランシーバ
のうちのあるトランシーバを所与のアンテナに物理的または機能的に選択的に接続するこ
とを含んでよい。したがって、特定のアンテナ(またはダイバーシティ受信に使用される2
つのアンテナのような一群のアンテナ)が有効に機能していない(たとえば、弱い信号が受
信されている)場合、トランシーバの無線技術とは無関係に使用することのできる1組の(
たとえば、複数の)アンテナから選択される別のアンテナにトランシーバをマッピングし
てよい。したがって、アンテナは無線技術とは無関係であってよい。たとえば、現在セル
ラー通信に使用されているアンテナを、他のある時点において、異なるプロトコルおよび
/または周波数に依存するWiFiのような異なる無線技術とともに使用してよい。いくつか
の実施形態では、あるデバイスにおいてワイヤレス通信に使用されている任意のトランシ
ーバをそのデバイスにおいて使用されているあるアンテナまたはある一群のアンテナに選
択的に接続しそのアンテナと一緒に使用してよい。一実施形態では、あるデバイスにおい
てワイヤレス通信に使用されている任意のトランシーバをそのデバイスに実装されている
任意のアンテナに選択的に接続しそのアンテナと一緒に使用してよい。
【００１６】
　1組のアンテナを使用すると、有効な電磁トランスデューサとして働く可能性のあるア
ンテナを使用するのを可能にすることができる。たとえば、モバイルデバイスを参照する
と、ユーザの身体または何らかの他の形態の物理エンティティがアンテナに接触した場合
、ユーザの身体が信号の送信および/または受信を妨害し、かつ/あるいはユーザの身体が
アンテナの電磁特性を変化させるので、有効な電磁トランスデューサとして働くアンテナ
の能力が低下する恐れがある。一例として、アンテナが少なくとも部分的にモバイルデバ
イスの外面上に配置され、一方、ユーザがデバイスを保持している場合、ユーザの手がア
ンテナに接触する可能性がある。そのような接触は、有効な電磁トランスデューサとして
働くそのアンテナの能力を低下させる恐れがある。したがって、そのアンテナを使用して
送信および/または受信(全般的に「通信」と呼ぶ)を行うと、結果として、1)信号対雑音
比(SNR)が低くなり、2)ダイバーシティ受信が望ましくなり、かつ/または3)(ダイバーシ
ティ受信を使用することまたは送信をより高い電力レベルで行うことが必要になることな
どによって)電力消費量が増す。したがって、使用中の無線技術にかかわらず、1つまたは
複数のアンテナをユーザまたは何らかの他の物理エンティティに接触させずに使用して(
あるいは接触の程度を低くして)通信を行うと、リモートワイヤレスネットワークとの通
信を向上させることができる。
【００１７】
　デバイスは、あるアンテナがもはや十分に有効な電磁トランスデューサとして働いてい
ないと判定すると、どのアンテナを使用すべきかを判定する。たとえば、デバイスは、(
たとえば、トランスデューサによって通信に使用されていない)アイドル状態の1つまたは
複数のアンテナのうちから選択を行ってよく、あるいは現在使用中のアンテナを再割り当
てしてよい。使用可能なアンテナのうちのいくつかのアンテナは現在アイドル状態である
可能性があるので、SNR測定値を使用してこれらのアンテナのうちのどれを使用するかを
選択することが不可能である場合がある。その理由は、これらのアンテナが現在トランシ
ーバにマッピングされていないか、または通信に使用されていないからである。SNR測定
値を使用して使用すべきアンテナを選択するのではなく、1つまたは複数の接触センサに
よって収集された接触センス測定値を使用して、どのアンテナが有効な電磁トランスデュ
ーサとして働く可能性があるかを判定してよい。各アンテナが1つまたは複数の接触セン
サによって監視されてよい。各接触センサは、ユーザまたは他の外部の物体などの物理エ
ンティティが対応するアンテナに接触しているかどうかを判定することが可能であってよ
い。物理エンティティがアンテナに接触していると判定された場合、対応する接触センサ
は、どの程度の接触が存在するかを示してよい。たとえば、接触センサは、アンテナと物
理エンティティとの間にどの程度の接触が存在するかについての1～10のスケールなどの
スコアを示してよい。デバイスは、物理エンティティとの接触の程度が最も低いアンテナ
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を優先してよい。したがって、デバイスがあるトランシーバを異なるアンテナにマッピン
グすることを決定した場合、物理エンティティとの接触の程度が最も低いアンテナを、物
理エンティティと接触しているアンテナよりも有効な電磁トランスデューサとして働く可
能性が高いアンテナとして選択してよい。
【００１８】
　アンテナを様々な無線技術のトランシーバにそのようにマッピングすると、電流使用量
を低減させることができ、したがって、電力消費量を低減させることができる。たとえば
、トランシーバが使用されていない(たとえば、ある時間にわたって送信も受信も行って
いないかあるいはユーザによって非活動状態にされている)ときは、トランシーバの電源
を切ってよく、あるいはトランシーバをすべてのアンテナから切断してよい。さらに、ア
ンテナダイバーシティ(トランシーバが複数のアンテナを使用すること)に依存するのでは
なく、その代わりに、より有効な電磁トランスデューサとして働くことのできる単一のア
ンテナを使用してよい。より有効なアンテナを使用すると、関連するトランシーバによっ
て使用される電力が少なくなる。モバイルデバイスでは、これによってバッテリ寿命を延
ばすことができかつ/あるいはアンペア時を低下させることができる。
【００１９】
　図1は、複数のトランシーバにマッピングされるように構成された複数のアンテナを有
するシステム100の実施形態を示す。システム100は、アンテナ110と、トランシーバ120と
、セレクタ回路130と、プロセッサ140とを含んでよい。システム100は、ワイヤレス通信
するデバイスに存在してよい。システム100は、携帯電話などのモバイルデバイスに存在
してよい。システム100は、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、およ
びゲーム機のような他の形態のモバイルデバイスに存在してもよい。他のデバイスがシス
テム100を含んでもよい。
【００２０】
　システム100では、アンテナ110は、デバイス上に存在するすべてのアンテナを表すもの
であってよく、あるいはデバイス上に存在するアンテナの一部を表すものであってよい。
アンテナ110は、2つ以上のアンテナを含んでよい。アンテナ110は、セレクタ回路130に結
合されてよい。アンテナ110の各アンテナは、様々な無線技術に従って通信する(たとえば
、無線信号の送信および/または受信を行う)ように構成された広帯域アンテナであってよ
い。たとえば、アンテナ110の各アンテナは、無線技術および/または複数の異なる周波数
に有効な電磁トランスデューサとして働くように構成されてよい。いくつかの実施形態で
は、アンテナ110は同一である。いくつかの実施形態では、アンテナ110の様々なアンテナ
はそれぞれに異なる特性を有してよく、したがって、いくつかのアンテナは、特定の周波
数またはワイヤレスプロトコル用のトランスデューサとしてより有効に働く。たとえば、
アンテナ110-1は、様々な周波数において電磁トランスデューサとして有効に使用できる
が、特定の周波数範囲に使用されたときにより有効であるアンテナであってよい。同様に
、アンテナ110-2は、様々な周波数において電磁トランスデューサとして有効に使用でき
るが、特定の周波数範囲に使用されたときにより有効であるアンテナであってよい。アン
テナ110-2用の周波数範囲は、アンテナ110-1用の周波数範囲とは異なってよい。したがっ
て、アンテナ110-1は、アンテナ110-1の周波数範囲内の周波数を使用して通信する第1の
トランシーバ用のデフォルトアンテナとして使用されてよく、アンテナ110-2は、アンテ
ナ110-2周波数範囲内の周波数を使用して通信する第2のトランシーバ用のデフォルトアン
テナとして使用されてよい。しかしながら、ワイヤレス状態に応じて、いくつかの実施形
態では、トランシーバが様々な無線技術を使用する場合でも、アンテナ110-2を第1のトラ
ンシーバと一緒に使用してよく、アンテナ110-1を第2のトランシーバと一緒に使用してよ
い。
【００２１】
　セレクタ回路130は、アンテナ110およびトランシーバ120に結合されてよい。セレクタ
回路130は、トランシーバ120の任意のトランシーバをアンテナ110の任意のアンテナにマ
ッピングするように構成されてよい。セレクタ回路130は、別個の回路であっても、プロ
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セッサ140の一部であっても、あるいは何らかの他のプロセッサの一部であってもよい。
マッピングは、特定のトランシーバを特定のアンテナに関連付けることを指し得る。たと
えば、セレクタ回路130がトランシーバをアンテナに「マッピングする」と、アンテナを
介して受信された無線信号がトランシーバの入力に供給され、トランシーバの出力がアン
テナに供給される。セレクタ回路130は、ソフトスイッチングを介してトランシーバ120を
アンテナ110にマッピングしてよい。たとえば、セレクタ回路130は、セレクタ回路130の
メモリアドレスを変更することによってアンテナとトランシーバの様々な組合せとの間で
データを転送する。アンテナ110-1を介して受信された情報は、特定のトランシーバにリ
ンクされたメモリアドレスに書き込まれてよい。アンテナ110-1が異なるトランシーバに
マッピングされた場合、異なるメモリアドレスが使用されてよい。セレクタ回路130は、
アンテナ110のうちの複数のアンテナをトランシーバ120のうちの単一のトランシーバにマ
ッピングするように構成されてよい。そのような構成は、単一のトランシーバが2つ(また
は3つ以上)のアンテナを使用するのを可能にすることによってダイバーシティ通信を可能
にし得る。いくつかの実施形態では、マッピングは、ソフトスイッチングのほかに、1つ
または複数のトランシーバを1つまたは複数のアンテナに物理的に結合するセレクタ回路1
30が関与してよい。
【００２２】
　プロセッサ140は、どの1つまたは複数のアンテナをどのトランシーバにマッピングすべ
きかを判定することができる。プロセッサ140は、トランシーバが単一のアンテナを使用
すべきかそれともダイバーシティを使用すべきかを判定することができる。プロセッサ14
0は、セレクタ回路130と通信することができる。プロセッサ140は、アンテナ110とトラン
シーバ120とのマッピングをセレクタ回路130を介して制御することができる。
【００２３】
　トランシーバ120は、2つ以上のトランシーバを含んでよい。トランシーバ120の各トラ
ンシーバは、異なる無線技術を使用して通信してよい。いくつかの実施形態では、同じ無
線技術を使用する複数のトランシーバが存在してよい。トランシーバ120は、デバイス上
に存在するトランシーバのすべてまたは一部を表すものであってよい。トランシーバ120
の各々は受信機能および/または送信機能を実装してよい。したがって、本明細書におい
てトランシーバという用語を使用する場合、トランシーバがメッセージまたは通知の送信
と受信の両方を行い得ることも意味することも、あるいはそれを必要とすることもない。
トランシーバ120の各々は、情報を受信することのみに使用されても、情報を送信するこ
とのみに使用されても、あるいは情報の受信と送信の両方を行うのに使用されてもよい。
たとえば、本明細書において説明するトランシーバを含む実施形態は、受信機のみを使用
して実装されてよい。代替として、そのような実施形態は、送信機のみを使用して実装さ
れても、別個の受信機と送信機の組合せを使用して実装されても、あるいは受信と送信の
両方を実行する要素を使用して実装されてもよい。
【００２４】
　図2は、複数のトランシーバにマッピングされるように構成された複数のアンテナを有
するモバイルデバイス用のシステム200の実施形態を示す。システム200はシステム100の
いくつかの実施形態を表すものであってよい。システム200は、アンテナ110と、トランシ
ーバ120と、セレクタ回路130と、プロセッサ140とを含んでよい。システム200は、携帯電
話などのモバイルデバイスに存在してよい。そのようなモバイルデバイスは、CDMA、LTE
、Bluetooth(登録商標)、WLAN(たとえば、802.11x)、およびWiMaxを含む複数の無線技術
を介して通信することが可能であってよい。
【００２５】
　システム200は6つのアンテナを有するように示されている。システム100を含むモバイ
ルデバイスのすべてのアンテナがセレクタ回路130に結合されてよい。いくつかの実施形
態では、モバイルデバイスのいくつかのアンテナはセレクタ回路130に接続されなくてよ
い。アンテナ110の各アンテナは、複数の無線技術を使用して通信するように構成された
広帯域アンテナであってよい。たとえば、アンテナ110の各アンテナは、トランシーバ120
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の各無線技術を使用する通信において有効であってよい。いくつかの実施形態では、アン
テナ110のうちのいくつかまたはすべてが特定の無線技術および/または周波数範囲に最も
有効であるように構成されてよい。たとえば、アンテナ110-3は、Bluetooth(登録商標)ベ
ースの通信に最も有効であるように構成されてよいが、他の無線技術および/または周波
数とともに使用する場合にも十分に有効であってよい。アンテナ110-4は、WiMaxベースの
通信に最も有効であってよいが、他の無線技術および/または周波数にも有効であってよ
い。アンテナ110の各々は、システム200を含むモバイルデバイス内に配置されても、モバ
イルデバイス内に一部が配置されても、あるいはモバイルデバイスの外部に配置されても
よい。たとえば、アンテナ110のうちの1つまたは複数のアンテナはモバイルデバイスの内
部に位置してよく、1つまたは複数のアンテナはモバイルデバイスから一部が突き出して
よく(たとえば、アンテナがモバイルデバイスの1つまたは複数の外面上に位置する)、1つ
または複数のアンテナはモバイルデバイスから突き出してよい(たとえば、アンテナがモ
バイルデバイスの本体から延びる)。
【００２６】
　セレクタ回路130は、アンテナ110およびトランシーバ120に結合されてよい。セレクタ
回路130は、アンテナ110のうちの任意のアンテナをトランシーバ120のうちの任意のトラ
ンシーバにマッピングするように構成されてよい。いくつかの実施形態では、あるアンテ
ナ/トランシーバマッピングが許可されなくてよい。たとえば、トランシーバ120-3はアン
テナ110-6へのマッピングが許可されなくてよい。そのようなマッピングは、特定のアン
テナが特定の無線技術および/または周波数範囲との使用が無効であるとみなされる場合
は許可されなくてよい。セレクタ回路130は、別個の回路であっても、プロセッサ140の一
部であっても、あるいは何らかの他のプロセッサの一部であってもよい。セレクタ回路13
0は、システム100に関して詳しく説明したようにソフトスイッチングを介してトランシー
バ120をアンテナ110にマッピングしてよい。システム200のセレクタ回路130は、トランシ
ーバをアンテナ110のうちの2つ以上のアンテナにマッピングすることによってダイバーシ
ティ通信を許可してもよい。
【００２７】
　簡単のために、トランシーバ120の各トランシーバからセレクタ回路130までの経路は図
示されていない。トランシーバ120の各トランシーバとセレクタ回路130との接続が存在し
てよいことを理解されたい。同様に、アンテナ110の各アンテナからセレクタ回路130まで
の経路は図示されていない。アンテナ110の各アンテナとセレクタ回路130との接続が存在
してよいことを理解されたい。
【００２８】
　プロセッサ140は、図1のシステム100に関して説明したように、どの1つまたは複数のア
ンテナをどのトランシーバにマッピングすべきかを判定することができる。プロセッサ14
0は、セレクタ回路130およびトランシーバ120の各トランシーバと通信してよい。トラン
シーバ120との通信によって、プロセッサ140は、ダイバーシティおよび/またはアンテナ1
10のうちのあるアンテナのトランシーバ120のうちのあるトランシーバへのマッピングの
変更がいつ必要とされるかを判定することができる。
【００２９】
　トランシーバ120は8つのトランシーバを含むように図示されている。これよりも多いか
または少ない数のトランシーバが存在してよいことを理解されたい。トランシーバ120の
各トランシーバは、異なる無線技術を使用して通信してよい。システム200の図示の実施
形態では、トランシーバ120-3はTD-SCDMA(時分割同期符号分割多重接続)用であり、トラ
ンシーバ120-4はCDMA/EVDO(符号分割多重接続/エボリューションデータオプティマイズド
)用であり、トランシーバ120-5はWCDMA(登録商標)(広帯域符号分割多重接続)用であり、
トランシーバ120-6はLTE-FDD(Long Term Evolution周波数分割複信)用であり、トランシ
ーバ120-7はLTE-TDD(Long Term Evolution時分割複信)用であり、トランシーバ120-8はBl
uetooth(登録商標)用であり、トランシーバ120-9はWLAN(ワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク)(たとえば、802.11xワイヤレスネットワーク)用であり、トランシーバ120-10は
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WiMax(Worldwide Interoperability for Microwave Access)用である。これらの無線技術
が例示のためのみのものであり、他の無線技術が使用されてもよいことを理解されたい。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、すべてのトランシーバが同時に使用されなくてもよい。たと
えば、モバイルデバイスがCDMAを使用して通信している場合、LTEトランシーバを同時に
アクティブにしなくてよい。アンテナが様々な無線技術を使用するトランシーバによって
共有されるので、システム200に存在するアンテナの数を減らしてよい。図2のシステム20
0に示すように、アンテナ110には6つのアンテナが存在する。したがって、6つ以下のトラ
ンシーバ120のみが所与の時間に専用のアンテナを使用して通信していてよい。したがっ
て、トランシーバ120のうちの1つまたは複数のトランシーバは、アンテナ110のうちのあ
るアンテナにマッピングされていないときはパワーダウンモードであってよい。パワーダ
ウンモードのトランシーバは、パワーアップモードのときよりも使用する電流/電力が少
なくてよい。システム200に存在するアンテナの数を減らすと、モバイルデバイス内の空
間の節約および/または製造コスト/材料コストの削減が可能になる。トランシーバ120の
うちのあるトランシーバがダイバーシティ通信を使用しており、したがって、2つ以上の
アンテナを使用している場合、アンテナ110の数が限られているのでアクティブになる他
のトランシーバの数がさらに少なくなることがある。いくつかの実施形態では、追加のア
ンテナが必要とされる場合、ダイバーシティ通信を使用するトランシーバを1つのアンテ
ナのみに再マッピングして別のトランシーバにマッピングすべきアンテナを解放してよい
。
【００３１】
　図3は、接触センサからの指示に少なくとも部分的に基づいて複数のトランシーバにマ
ッピングされるように構成された複数のアンテナを有するモバイルデバイス用のシステム
の実施形態を示す。システム300は、それぞれ図1および図2のシステム100およびシステム
200のいくつかの実施形態を表すものであってよい。システム300は、アンテナ110と、ト
ランシーバ120と、セレクタ回路130と、プロセッサ140と、接触センサ310とを含んでよい
。システム300は、携帯電話などのモバイルデバイスに存在してよい。システム300は、ワ
イヤレス通信する他のデバイスに存在してもよい。
【００３２】
　システム300において、アンテナ110の各々は対応する接触センサに関連付けられる(た
とえば、アンテナ110-1が接触センサ310-1に関連付けられる、など)。接触センサは、1)
ユーザなどの物理的対象が対応するアンテナに接触しているかどうか、および/または2)
物理的対象とアンテナとの間にどの程度の接触が生じているかを識別する接触データを収
集することができる。接触センサ310はそのような接触データを周期的にプロセッサ140に
送信することができる。いくつかの実施形態では、接触センサ310は、プロセッサ140によ
って接触データが必要とされるときにプロセッサ140によってポーリングされてよい。
【００３３】
　接触センサ310からの接触データは、どのアンテナが有効な電磁トランスデューサ、す
なわち、トランシーバがリモートワイヤレスネットワークと有効に(たとえば、十分に低
いSNRおよび/または低い電力で)通信するのを可能にする可能性がある電磁トランスデュ
ーサとして働く可能性があるかを判定するためにプロセッサ140によって使用されてよい
。物理エンティティと接触していない(または別のアンテナよりも物理エンティティとの
接触の程度が低い)アンテナは、遮断される可能性が低く、かつ/あるいはアンテナの電磁
特性が物理エンティティの影響を受けないので有効であると考えられる。アンテナ110の
うちのあるアンテナが現在使用されていない場合、セレクタ回路130がそのアンテナにト
ランシーバをマッピングすることはできない。したがって、そのアンテナについて(正確
な)SNR測定値を得ることはできない。SNR測定値を使用して使用すべきアンテナを選択す
るのではなく、対応する接触センサからの接触データを使用して、そのアンテナが有効な
電磁トランスデューサとして働く可能性があるかを判定してよい。
【００３４】
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　以下の例は例示のためのみのものである。アンテナ110-3がトランシーバ120-4にマッピ
ングされる状況を検討されたい。プロセッサ140は、アンテナ110-3がもはや有効な電磁ト
ランスデューサとして働いていないと判定してよい。したがって、プロセッサ140は、ア
ンテナ110のうちの他のどのアンテナにトランシーバ120-4をマッピングすべきかを判定し
てよい。プロセッサ140は、現在アイドル状態であるアンテナ、すなわち、現在別のトラ
ンシーバによって受信または送信のために使用されていないアンテナのうちから選択を行
うだけでよい。この例では、アンテナ110-1およびアンテナ110-2のみがアイドル状態であ
る。したがって、プロセッサ140はこの2つのアンテナから選択を行う。
【００３５】
　プロセッサは、接触センサ310-1(アンテナ110-1に対応する)および接触センサ310-2(ア
ンテナ110-2に対応する)から受け取った接触データを分析してよい。この接触データは、
事前にプロセッサ140に送信されていてよく、あるいは必要に応じて、プロセッサ140によ
ってたとえばポーリングを介して収集されてよい。そのような実施形態では、プロセッサ
140は、接触センサ310-1および接触センサ310-2にメッセージを送信し、各接触センサを
トリガして接触データに応答し得る。受け取った接触測定値は、どのアンテナを使用すべ
きかを判定するためにプロセッサによって使用されてよい。引き続きこの例について説明
する。ユーザの手の位置によってアンテナ110-1の一部が覆われているが、アンテナ110-2
はまったく覆われていないと仮定する。したがって、プロセッサ140によって接触センサ3
10-1から受け取った接触測定値は、約50%の被覆率を示してよく、一方、接触センサ310-2
からの接触測定値は被覆なしを示してよい。したがって、プロセッサ140は、トランシー
バ120-4をアンテナ110-2にマッピングすることを決定してよい。プロセッサ140はセレク
タ回路130にマッピングの指示を送信してよく、セレクタ回路130はマッピングを実施して
よい。セレクタ回路130がプロセッサ140の一部である場合、プロセッサ140自体がたとえ
ば上述のようにソフトスイッチングを使用してマッピングを実行することができるので、
そのような送信は不要であってよい。その後、トランシーバ120-4はアンテナ110-2を介し
て通信することができる。
【００３６】
　簡単のために、トランシーバ120の各トランシーバからセレクタ回路130までの経路は図
示されていない。同様に、アンテナ110の各アンテナからセレクタ回路130までの経路は図
示されていない。さらに、接触センサ310の各接触センサからプロセッサ140までの経路お
よびプロセッサ140からトランシーバ120の各トランシーバまでの経路は図示されていない
。そのような接続が存在してよいことを理解されたい。
【００３７】
　図4は、SNR測定値および接触センサを使用して複数のトランシーバにマッピングされる
ように構成された複数のアンテナを有するモバイルデバイス用のシステム400の実施形態
を示す。システム400は、それぞれ図1～図3のシステム100、システム200、およびシステ
ム300のいくつかの実施形態を表すものであってよい。システム400は、アンテナ110と、
トランシーバ120と、セレクタ回路130と、プロセッサ140と、接触センサ310と、SNR測定
値コレクタ410とを含んでよい。システム400は、携帯電話などのモバイルデバイスに存在
してよい。システム400は、ワイヤレス通信する他のデバイスに存在してもよい。
【００３８】
　システム400において、各トランシーバは、SNR(信号対雑音比)測定値コレクタ410のう
ちの対応するSNR測定値コレクタに関連付けられてよい(たとえば、SNR測定値コレクタ410
-3はトランシーバ120-3のSNR測定値を収集する)。SNR測定値コレクタ410の各SNR測定値コ
レクタは、トランシーバ120の各トランシーバの一部であってよく、あるいは別個の構成
要素であってよい。SNR測定値コレクタ410の各SNR測定値コレクタは、SNR測定値を求める
こと、SNR測定値を収集すること、および/またはSNR測定値をプロセッサ140に送ることを
周期的に行ってよい。そのようなSNR測定値の周期的な送信は、対応するトランシーバが
アクティブに通信しているときにのみ行うことができる。いくつかの実施形態では、SNR
測定値コレクタ410の各々は、プロセッサ140から要求されたときにのみプロセッサ140にS



(17) JP 2014-527357 A 2014.10.9

10

20

30

40

50

NR測定値を送ることができる。いくつかの実施形態では、SNR測定値コレクタ410は、セレ
クタ回路130またはアンテナ110のようなシステム400内の別の位置からSNR測定値を収集し
てよい。
【００３９】
　プロセッサ140によって受け取ったSNR測定値を使用して、1)トランシーバを異なるアン
テナにいつマッピングすべきか、および/または2)特定のトランシーバにアンテナのダイ
バーシティをいつ使用すべきかを判定してよい。プロセッサ140は、様々なしきい値に依
拠して、使用するアンテナをいつ切り替えるべきかおよび/またはアンテナのダイバーシ
ティをいつ使用すべきかを判定してよい。たとえば、第1のSNRしきい値を使用して、ある
アンテナを引き続き使用すべきであるが、それに加えて第2のアンテナ(ダイバーシティ)
を使用すべきであると判定してよい。同様に、第1のSNRしきい値を使用して、複数のアン
テナのうちのどのアンテナをダイバーシティ受信用の一次アンテナとして設定すべきかお
よびどのアンテナを二次アンテナとして設定すべきかを判定してよい。第2のSNRしきい値
を使用して、現在のアンテナの使用を停止すべきであること、およびその代わりに別のア
ンテナを使用すべきであることを判定してよい。このSNRしきい値は、第1のSNRしきい値
よりも高い雑音レベル(すなわち、より低いSNR比)に関連付けられてよい。
【００４０】
　SNR測定値コレクタ410からのSNR測定値は、1)トランシーバを異なるアンテナにいつマ
ッピングすべきか、および/または2)アンテナのダイバーシティをいつ使用すべきかを判
定するためにプロセッサ140によって使用されてよいが、プロセッサ140は、接触センサ31
0からの接触データに依拠して、アンテナ/トランシーバマッピングが変更されるかあるい
はダイバーシティが使用されるときにアイドル状態のどのアンテナを選択すべきかを判定
してよい。いくつかの実施形態では、プロセッサ140は、所与のアンテナの接触データを
そのアンテナの最近のSNR測定値と組み合わせて使用して、アンテナにトランシーバをマ
ッピングすべきかどうかを判定する。いくつかの実施形態では、第1のアンテナの最新のS
NR測定値を比較的長時間にわたってアイドル状態であった第2のアンテナの予想されるSNR
と比較して、2つのアンテナのうちの一方を選択するかまたは2つのアンテナに適切な設定
およびトランシーバを選択してよい。SNRは、第2のアンテナの接触データに基づいて予想
されてよい。
【００４１】
　上述の図に関して述べたように、アンテナ、接触センサ310、プロセッサ140、セレクタ
回路130、およびトランシーバ120間の経路は簡略化されている。同様に、図4を簡略化す
るために、SNR測定値コレクタ410とプロセッサ140との間の経路は省略されている。これ
らの構成要素間の経路が存在してよいことを理解されたい。
【００４２】
　上記に詳しく説明したシステムを使用して方法500のような様々な方法を実行してよい
。図5は、アンテナをトランシーバにマッピングするための方法500の実施形態を示す図で
ある。方法500は、図1のシステム100、図2のシステム200、図3のシステム300、図4のシス
テム400、またはアンテナをトランシーバにマッピングするための何らかの他のシステム
を使用して実行されてよい。方法500の各ステップは、前述のシステムのうちの1つによっ
て実行されてよい。より詳細には、方法500の各ステップは、図1～図4のプロセッサ140な
どのプロセッサによって実行されてよい。
【００４３】
　ステップ510では、アンテナのトランシーバへのマッピングを修正すべきであると判定
してよい。このことは、そのトランシーバが対応するワイヤレスネットワークと有効に通
信できない(たとえば、アンテナがもはや有効な電磁トランスデューサとして働かない)こ
とに基づいてよい。アンテナのトランシーバへのマッピングを修正することは、たとえば
、1)(第1のアンテナの使用を維持するかまたは複数の異なるアンテナを選択しつつ)第1の
アンテナのみの使用からアンテナのダイバーシティに切り替えること、2)アンテナのダイ
バーシティの使用から単一のアンテナ(使用中のダイバーシティアンテナの1つであっても



(18) JP 2014-527357 A 2014.10.9

10

20

30

40

50

または異なるアンテナであってもよい)の使用へ切り替えること、3)第1のアンテナのみの
使用から第2のアンテナのみの使用に切り替えること、あるいは4)複数のアンテナのダイ
バーシティから一部またはすべてが異なるアンテナを使用するダイバーシティに切り替え
ることを含んでよい。ステップ510は、たとえばプロセッサ140または判定用の他のそのよ
うな手段によって実行されてよい。
【００４４】
　ステップ520において、アイドル状態の1つまたは複数のアンテナを識別してよい。この
ことは、現在どのアンテナがトランシーバにマッピングされていないかを判定することを
含む。アイドル状態のアンテナは、トランシーバにマッピングされているアンテナであっ
てもよいが、このトランシーバはこのアンテナを使用して通信していない。アイドル状態
のアンテナは、以前に様々な無線技術および/もしくは周波数を通信に使用する1つまたは
複数のトランシーバにマッピングされたことがあり得る。プロセッサは、アイドル状態の
1つまたは複数のアンテナを識別するために、メモリなどの記憶デバイスを評価して、現
在どのアンテナがトランシーバにマッピングされており、どのアンテナがマッピングされ
ていないかを判定してよい。いくつかの実施形態では、プロセッサはトランシーバをポー
リングして、どのトランシーバがアクティブに通信しているかおよびどのトランシーバが
アイドル状態である(たとえば、アイドル状態のアンテナにリンクされているかまたはす
べてのアンテナから切断されている)かを判定してよい。アイドル状態のトランシーバは
、たとえば1秒、1分、または1時間のような、あるしきい値時間の間通信していないトラ
ンシーバとして定義されてよい。
【００４５】
　ステップ530において、アイドル状態の複数のアンテナを分析してよい。いくつかの実
施形態では、このことは、アイドル状態のアンテナがユーザの手などの物理エンティティ
にどの程度接触しているかを識別する接触データを評価することを含んでよい。アイドル
状態の複数のアンテナを分析することは、トランシーバおよび/またはアンテナに関する
優先順位またはデフォルトマッピング情報を示すリスト(または他のデータ記憶構造)を分
析することを含んでよい。たとえば、上記に詳しく説明したように、各アンテナは、複数
の無線技術および/または周波数に有効な電磁トランスデューサとして働くことのできる
広帯域アンテナであってよいが、いくつかのアンテナは、いくつかの無線技術および/ま
たは周波数を使用する通信においてより有効であってよい。したがって、アイドル状態の
複数のアンテナを分析することは、どのアンテナがアイドル状態であるかを特定の無線技
術に好ましいアンテナのリストと比較対照することを含んでよい。そのようなリストの例
をtable 1(表1)に示す。
【００４６】
【表１】

【００４７】
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　table 1(表1)は、無線技術によってアンテナを優先順位付けする例示的なリストを示す
。table 1(表1)の実施形態では、デバイスは、4つのアンテナと、各々が異なる無線技術
を使用する4つのトランシーバとを有する。一例として、CDMAトランシーバの場合、最高
優先順位のアンテナはアンテナ2である。したがって、アンテナ2は、アイドル状態である
場合、CDMA通信に使用されてよい。アンテナ2が利用可能でない(たとえば、アンテナ2が
物理エンティティと接触しており、かつ/または別のトランシーバによって使用されてい
る)場合、アンテナ3、すなわち、CDMAトランシーバに関する優先順位のリストにおける次
のアンテナを使用してよい。他のトランシーバの優先順位付けは、CDMAトランシーバと同
じであってもまたは異なっていてもよい。たとえば、いくつかの実施形態では、各トラン
シーバは異なる最高優先順位の(デフォルトの)アンテナを有してよい。ステップ530は、
たとえばプロセッサ140または分析用の他のそのような手段によって実行されてよい。
【００４８】
　ステップ540では、ステップ510において判定されたトランシーバにアイドル状態の1つ
または複数のアンテナをマッピングしてよい。これらのアイドル状態のアンテナは、以前
に他の無線技術および/または周波数のトランシーバとの通信に使用されたことがあり得
る。第1のアンテナをトランシーバからアンマップしてよい。ダイバーシティが使用され
ている場合、第1のアンテナはトランシーバにマッピングされたままであってよい。ステ
ップ550では、ステップ540において割り当てられたマッピングを実施する指示をセレクタ
回路に送信してよい。上記に詳しく説明したように、ソフトスイッチングが使用されてい
る場合、マッピングの変更によって、トランシーバおよび/またはアンテナの情報の書込
みおよび/または読取りが行われるプロセッサあるいはセレクタ回路のメモリアドレスの
みが変更される結果となり得る。ステップ540は、たとえばプロセッサ140、別体のセレク
タ回路(たとえば、プロセッサ140の別体として実装されている場合のセレクタ回路130)、
またはマッピング用の他のそのような手段によって実行されてよい。
【００４９】
　図6は、接触センサからの接触データに基づいてアンテナをトランシーバにマッピング
するための方法の実施形態を示す。方法600は、図1のシステム100、図2のシステム200、
図3のシステム300、図4のシステム400、またはアンテナをトランシーバにマッピングする
ための何らかの他のシステムを使用して実施されてよい。方法600の各ステップは、前述
のシステムのうちの1つによって実行されてよい。より詳細には、方法600の各ステップは
、図1～図4のプロセッサ140などのプロセッサによって実行されてよい。方法600は、方法
500のより詳細な実施形態を表すものであってよい。
【００５０】
　ステップ610では、アンテナのトランシーバへのマッピングを修正すべきであると判定
してよい。アンテナのトランシーバへのマッピングを変更する判定は、SNR測定値および/
または接触データに基づいてよい。信号品質が不十分であるので、SNR測定値が高レベル
の雑音を反映し、したがって、トランシーバが対応するワイヤレスネットワークと有効に
通信することができないことがある。アンテナのトランシーバへのマッピングを修正する
ことは、たとえば、1)(第1のアンテナの使用を維持するかまたは複数の異なるアンテナを
選択しつつ)第1のアンテナのみの使用からアンテナのダイバーシティに切り替えること、
2)アンテナのダイバーシティの使用から単一のアンテナ(使用中のダイバーシティアンテ
ナの1つであってもまたは異なるアンテナであってもよい)の使用へ切り替えること、3)第
1のアンテナのみの使用から第2のアンテナのみの使用に切り替えること、あるいは4)複数
のアンテナのダイバーシティから一部またはすべてが異なるアンテナを使用するダイバー
シティに切り替えることを含んでよい。ステップ610は、たとえばプロセッサ140または判
定用の他のそのような手段によって実行されてよい。
【００５１】
　ステップ620において、アイドル状態の1つまたは複数のアンテナを識別してよい。この
ことは、現在どのアンテナがトランシーバにマッピングされていないかを判定することを
含む。アイドル状態のアンテナは、トランシーバにマッピングされているアンテナであっ



(20) JP 2014-527357 A 2014.10.9

10

20

30

40

50

てもよいが、このトランシーバはこのアンテナを使用して通信していない。アイドル状態
のアンテナは、以前に様々な無線技術および/または周波数を通信に使用する1つまたは複
数のトランシーバにマッピングされたことがあり得る。プロセッサは、アイドル状態の1
つまたは複数のアンテナを識別するために、メモリなどの記憶デバイスを評価して、現在
どのアンテナがトランシーバに割り当てられており、どのアンテナが割り当てられていな
いかを判定してよい。いくつかの実施形態では、プロセッサはトランシーバをポーリング
して、どのトランシーバがアクティブに通信しているかおよびどのトランシーバがアイド
ル状態である(たとえば、アイドル状態のアンテナにリンクされているかまたはすべての
アンテナから切断されている)かを判定してよい。アイドル状態のトランシーバは、たと
えば1秒、1分、または1時間のような、あるしきい値時間の間通信していないトランシー
バとして定義されてよい。ステップ620は、たとえばプロセッサ140または識別用の他のそ
のような手段によって実行されてよい。
【００５２】
　ステップ630では、1つまたは複数の接触センサが接触データを収集してよい。このこと
は、各接触センサが、1)手などの物理エンティティがそれに対応するアンテナに接触して
いるかどうかを検出し、2)物理エンティティが対応するアンテナに接触している場合、ど
の程度の接触が存在するかを検出することを含んでよい。各接触センサによって収集され
た接触データは、0～10などの数として表されてよく、この場合、0は接触なしを示し、10
はアンテナと物理エンティティが100%接触していることを示す。そのような測定スケール
は例示のためのものに過ぎず、アンテナと物理エンティティとの接触を測定するための他
のスケールまたは形態が可能であってよい。ステップ630は、たとえば接触センサ310また
は接触データを収集するための他のそのような手段によって実行されてよい。
【００５３】
　ステップ640において、1つまたは複数の接触センサからの接触データがプロセッサによ
って受け取られてよい。このことは、プロセッサによって1つまたは複数の接触センサに
メッセージを送り、接触データをプロセッサに送るよう要求することを含んでよい。いく
つかの実施形態では、接触データを接触センサによって自動的に周期的にプロセッサに送
ってよい。たとえば、接触センサは接触データをプロセッサに毎秒1回送ってよい。プロ
セッサによって受け取った接触データは記憶され対応するアンテナにリンクされてよい。
ステップ640は、たとえばプロセッサ140または受信用の他のそのような手段によって実行
されてよい。
【００５４】
　ステップ650において、アイドル状態の複数のアンテナを分析してよい。この分析は、
アイドル状態のアンテナが物理エンティティにどの程度接触しているかを示す、ステップ
640において受け取った接触データを使用することを含んでよい。アイドル状態のアンテ
ナは、物理エンティティとの接触の程度に応じてランク付けされてよい。たとえば、物理
エンティティと接触していないアイドル状態のアンテナは、通信経路が妨害される可能性
が低くかつ/あるいはデータの送信および/または受信用のアンテナの電磁特性が受ける影
響が少ないので、物理エンティティと50%接触しているアイドル状態のアンテナよりも有
効な電磁トランスデューサとして働く可能性が高くなり得る。ステップ650は、たとえば
プロセッサ140または分析用の他のそのような手段によって実行されてよい。
【００５５】
　接触測定値を使用することに加えて、特定の無線技術用の好ましいアンテナのリストを
使用してもよい。table 1(表1)においてtable 1(表1)に関して説明したようなリストを使
用するには、接触データとリストとの間の重み付けを使用してよい。たとえば、アイドル
状態のアンテナとの何らかの接触が検出された場合、物理エンティティと接触していない
が優先順位の低い別のアンテナの方を優先してそのアイドル状態のアンテナを無視してよ
い。いくつかの実施形態では、優先順位リストは、あるアイドル状態の複数のアンテナが
物理エンティティと同程度に接触しているかまたはまったく接触していないことが接触デ
ータによって示されているときにのみ使用されてよい。いくつかの実施形態では、接触測
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定値および優先順位テーブルから重み付き割合を得ることができる。
ScoreA=(w)(PAT)+(1-w)(TA)
式1
【００５６】
　たとえば、数1は、アンテナに関する接触データおよび対応する優先順位情報を使用し
てどのようにアンテナを選択し得るかの例を示す。数1では、重み係数w(0から1の間)、特
定の無線技術に関連するトランシーバ用のアンテナの優先順位P、およびアンテナの接触
測定値Tに基づいてスコアが求められる。重み係数は、優先順位リストまたは接触データ
により重い重みを与えるべきかどうかに基づいて選択されてよい。Tについては、接触測
定値が大きいほどアンテナと物理エンティティとの接触が強くなる。Pについては、特定
の技術用の各アンテナについてtable 1(表1)のような数値スコアを提供してよい。最低ス
コアに評価されるアンテナは、トランシーバにマッピングされるアンテナとして選択され
るアンテナであってよい。式1が例示のためのものに過ぎず、どのアンテナを選択すべき
かを評価するための他の形態の数式を使用してよいことを理解されたい。いくつかの実施
形態では、接触センス測定値のみを使用してどのアンテナを選択すべきかを判定してよい
。
【００５７】
　ステップ660では、ステップ610において判定されたトランシーバにアイドル状態の1つ
または複数のアンテナをマッピングしてよい。このことは、トランシーバから第1のアン
テナをアンマップすることを含んでよい。ダイバーシティが使用されている場合、第1の
アンテナはトランシーバにマッピングされたままであってよい。ステップ670では、ステ
ップ660において割り当てられたマッピングを実施する指示をセレクタ回路に送信してよ
い。上記に詳しく説明したように、ソフトスイッチングが使用されている場合、マッピン
グの変更によって、トランシーバおよび/またはアンテナの情報の書込みおよび/または読
取りが行われるプロセッサあるいはセレクタ回路のメモリアドレスのみが変更される結果
となり得る。ステップ660は、たとえばプロセッサ140、別体のセレクタ回路(たとえば、
プロセッサ140の別体として実装されている場合のセレクタ回路130)、またはマッピング
用の他のそのような手段によって実行されてよい。
【００５８】
　図7は、信号対雑音測定による指示および接触センサからの接触データに基づいてアン
テナをトランシーバにマッピングするための方法700の実施形態を示す。方法700は、図1
のシステム100、図2のシステム200、図3のシステム300、図4のシステム400、またはアン
テナをトランシーバにマッピングするための何らかの他のシステムを使用して実行されて
よい。方法700の各ステップは、前述のシステムのうちの1つによって実行されてよい。よ
り詳細には、方法700の各ステップは、図1～図3のプロセッサ140などのプロセッサによっ
て実行されてよい。方法700は、図5の方法500および/または図6の方法600のより詳しい実
施形態を表すものであってよい。
【００５９】
　ステップ710では、アンテナを介してアクティブに通信している各トランシーバによっ
てSNR測定値を取り込んでよい。いくつかの実施形態では、SNR測定値は、トランシーバと
一体であってもあるいは別体であってもよいSNR測定値コレクタなどの構成要素によって
求められるかまたは収集されてよい。そのようなSNR測定値コレクタは、各トランシーバ
におけるSNRあるいは各アンテナからの入力またはセレクタ回路からの入力もしくは出力
のような他のある位置におけるSNRを測定してよい。SNR測定値は、100msごとに一度のよ
うに周期的に取り込まれてもあるいはプロセッサからの要求に応答して取り込まれてもよ
く、トランシーバはSNR測定値をプロセッサに送ってよい。ステップ720では、1つもしく
は複数のトランシーバあるいはSNR測定値コレクタからのSNR測定値をプロセッサによって
受け取ってよい。
【００６０】
　ステップ730では、アンテナのトランシーバへのマッピングを修正すべきであると判定
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してよい。アンテナのトランシーバへのマッピングを変更する判定は、SNR測定値に基づ
いてよい。あらかじめ定義された様々なSNR測定しきい値を利用して、アンテナを切り替
えるべきかどうかおよび/またはアンテナのダイバーシティを使用すべきかどうかを判定
してよい。たとえば、第1のSNR測定しきい値を使用して、あるアンテナを引き続き使用す
べきであるが、十分な通信経路を確立するために第2のアンテナ(ダイバーシティ)を使用
すべきであると判定してよい。第2のSNR測定しきい値を使用して、現在のアンテナの使用
を停止すべきであること、およびその代わりに別のアンテナを使用すべきであることを判
定してよい。この第2のSNR測定しきい値は、第1のSNRしきい値よりも高い雑音レベルに関
連付けられてよい。SNR測定値がいずれのしきい値も超えていない場合、方法700はステッ
プ710に戻ってよい。各ステップのこのループは繰り返されてよい。SNR測定値が一方のし
きい値を超えている場合、SNR測定値が一方のしきい値を超えているトランシーバへの1つ
または複数のアンテナのマッピングを修正してよい。
【００６１】
　方法500および方法600に関して説明したように、ステップ730におけるアンテナのトラ
ンシーバへのマッピングを修正することは、たとえば、1)(第1のアンテナの使用を維持す
るかまたは複数の異なるアンテナを選択しつつ)第1のアンテナのみの使用からアンテナの
ダイバーシティに切り替えること、2)アンテナのダイバーシティの使用から単一のアンテ
ナ(使用中のダイバーシティアンテナの1つであってもまたは異なるアンテナであってもよ
い)の使用へ切り替えること、3)第1のアンテナのみの使用から第2のアンテナのみの使用
に切り替えること、あるいは4)複数のアンテナのダイバーシティから一部またはすべてが
異なるアンテナを使用するダイバーシティに切り替えることを含んでよい。
【００６２】
　ステップ740において、アイドル状態の1つまたは複数のアンテナを識別してよい。この
ことは、現在どのアンテナがトランシーバにマッピングされていないかを判定することを
含む。アイドル状態のアンテナは、トランシーバにマッピングされているアンテナであっ
てもよいが、このトランシーバはこのアンテナを使用して通信していない。アイドル状態
のアンテナは、以前に様々な無線技術および/または周波数を通信に使用する1つまたは複
数のトランシーバにマッピングされたことがあり得る。プロセッサは、アイドル状態の1
つまたは複数のアンテナを識別するために、メモリなどの記憶デバイスを評価して、現在
どのアンテナがトランシーバに割り当てられており、どのアンテナが割り当てられていな
いかを判定してよい。いくつかの実施形態では、プロセッサはトランシーバをポーリング
して、どのトランシーバがアクティブに通信しているかおよびどのトランシーバがアイド
ル状態である(したがって、アイドル状態のアンテナにリンクされている)かを判定してよ
い。アイドル状態のトランシーバは、たとえば1秒、1分、または1時間のような、あるし
きい値時間の間通信していないトランシーバとして定義されてよい。
【００６３】
　ステップ750では、1つまたは複数の接触センサが、対応するアンテナに関連する接触デ
ータを収集してよい。このことは、各接触センサが、1)手などの物理エンティティがそれ
に対応するアンテナに接触しているかどうかを検出し、2)物理エンティティが対応するア
ンテナに接触している場合、どの程度の接触が存在するかを検出することを含んでよい。
【００６４】
　ステップ760において、1つまたは複数の接触センサからの接触データがプロセッサによ
って受け取られてよい。このことは、プロセッサによって1つまたは複数の接触センサに
メッセージを送り、接触データをプロセッサに送るよう要求することを含んでよい。いく
つかの実施形態では、接触データを接触センサによって自動的に周期的にプロセッサに送
ってよい。たとえば、接触センサはデータをプロセッサに毎秒1回送ってよい。プロセッ
サによって受け取った接触データは、少なくとも一時的に記憶され対応するアンテナにリ
ンクされてよい。
【００６５】
　ステップ770において、アイドル状態の複数のアンテナを分析してよい。この分析は、
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アイドル状態のアンテナが物理エンティティにどの程度接触しているかを識別する、ステ
ップ760において受け取った接触データを使用することを含んでよい。アイドル状態のア
ンテナは、物理エンティティとの接触の程度に応じてランク付けされてよい。たとえば、
物理エンティティと接触していないアイドル状態のアンテナは、通信経路が妨害される可
能性が低くかつ/あるいはデータの送信および/または受信用のアンテナの電磁特性が受け
る影響が少ないので、物理エンティティと50%接触しているアイドル状態のアンテナより
も有効な電磁トランスデューサとして働く可能性が高くなり得る。接触データに加えて、
図6の方法600のステップ650に関して詳しく説明したような特定のトランシーバに好まし
いアンテナのリストを使用してよい。
【００６６】
　ステップ780では、ステップ730において判定されたトランシーバにアイドル状態の1つ
または複数のアンテナをマッピングしてよい。このことは、トランシーバから第1のアン
テナをアンマップすることを含んでよい。ダイバーシティが使用されている場合、第1の
アンテナはトランシーバにマッピングされたままであってよい。ステップ790では、ステ
ップ780において割り当てられたマッピングを実施する指示をセレクタ回路に送信してよ
い。上記に詳しく説明したように、ソフトスイッチングが使用されている場合、マッピン
グの変更によって、トランシーバおよび/またはアンテナの情報の書込みおよび/または読
取りが行われるプロセッサあるいはセレクタ回路のメモリアドレスのみが変更される結果
となり得る。ステップ795では、セレクタ回路はアンテナをトランシーバにマッピングし
てよい。ステップ780は、たとえば、プロセッサ(たとえばプロセッサ140)、別体のセレク
タ回路(たとえば、プロセッサ140の別体として実装されている場合のセレクタ回路130)、
またはマッピング用の他のそのような手段によって実行されてよい。
【００６７】
　詳しく説明する様々なシステムはプロセッサを含む。プロセッサは、処理デバイスまた
はコンピュータシステムを表すものであってよい。図8は、そのようなコンピュータシス
テムの実施形態を示す。図8に示すようなコンピュータシステムは、前述のコンピュータ
システムとして働いてよい。たとえば、コンピュータシステム800は、ソフトウェア構成
要素および/またはタスクジェネレータを実行してよい。図8は、本明細書において説明す
るように様々な他の実施形態によって実現される方法を実行することができるコンピュー
タシステム800の一実施形態の概略図である。図8が、いずれかまたはすべてを適宜利用す
ることができる様々な構成要素を概略的に示すものにすぎないことに留意されたい。した
がって、図8は、個々のシステム要素をどのようにすれば比較的分離された状態で実装し
得るかあるいは比較的一体的に実装し得るかを広く示している。
【００６８】
　コンピュータシステム800は、バス805を介して電気的に結合することができる(または
その他の方法で必要に応じて通信することのできる)ハードウェア要素を備えるように示
されている。いくつかの態様では、バス805またはバス805に関連する構成要素もしくはデ
バイスを使用してセレクタ回路130を実装する。ハードウェア要素には、限定はしないが
、1つもしくは複数の汎用プロセッサおよび/または1つもしくは複数の専用プロセッサ(デ
ジタル信号処理チップ、グラフィックス加速プロセッサなど)を含む1つまたは複数のプロ
セッサ810、限定はしないが、マウス、キーボードなどを含んでよい1つまたは複数の入力
デバイス815、限定はしないが、表示デバイス、プリンタなどを含んでよい1つまたは複数
の出力デバイス820が含まれてよい。プロセッサ810は、プロセッサ140を実装するために
使用されてよく、あるいはプロセッサ140に実装されてもよい。いくつかの実施形態では
、セレクタ回路130はプロセッサ810によって実装される。接触センサ310のうちの1つまた
は複数は入力デバイス815によって実装されてよい。
【００６９】
　コンピュータシステム800は、限定はしないが、ローカルストレージおよび/もしくはネ
ットワークアクセス可能なストレージを備えてよく、かつ/または、限定はしないが、デ
ィスクドライブ、ドライブアレイ、光記憶デバイス、ならびにプログラム可能、フラッシ
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ュ更新可能などであってよいランダムアクセスメモリ(「RAM」)および/もしくは読取り専
用メモリ(「ROM」)などの固体記憶デバイスを含んでよい1つあるいは複数の非一時的記憶
デバイス825をさらに含んで(かつ/あるいは非一時的記憶デバイス825と通信して)よい。
そのような記憶デバイスは、限定はしないが、様々なファイルシステム、データベース構
造などを含む任意の適切なデータストアを実装するように構成されてよい。
【００７０】
　コンピュータシステム800は、限定はしないが、モデム、ネットワークカード(ワイヤレ
スまたはワイヤード)、赤外線通信デバイス、ワイヤレス通信デバイス、および/またはチ
ップセット(Bluetooth(登録商標)デバイス、802.11デバイス、WiFiデバイス、WiMaxデバ
イス、セルラー通信施設など)などを含んでよい通信サブシステム830も含み得る。通信サ
ブシステム830は、ネットワーク(たとえば、一例を挙げれば、後述のネットワークなど)
、他のコンピュータシステム、および/または本明細書において説明する他のデバイスと
データを交換するのを可能にしてよい。いくつかの実施形態では、トランシーバ120のう
ちの1つまたは複数が通信サブシステム830によって実装される。いくつかの実施形態では
、SNR測定値コレクタ410のうちの1つまたは複数が通信サブシステム830によって実装され
る。多くの実施形態では、コンピュータシステム800は、上述のようにRAMデバイスまたは
ROMデバイスを含んでよい作業メモリ835をさらに備える。
【００７１】
　コンピュータシステム800は、現在作業メモリ835内に配置されているように示されてお
り、オペレーティングシステム840、デバイスドライバ、実行可能ライブラリ、および/ま
たはその他のコードを含み、その他のコードとしては、様々な実施形態によって実現され
るコンピュータプログラムを含んでよく、かつ/あるいは本明細書において説明するよう
に他の実施形態によって実現される方法の実施および/またはシステムの構成を行うよう
に設計されてよい1つもしくは複数のアプリケーションプログラム845などが挙げられる、
ソフトウェア要素を備えてもよい。単に一例として、上述の方法に関して説明した1つま
たは複数の手順は、コンピュータ(および/もしくはコンピュータ内のプロセッサ)によっ
て実行可能なコードあるいは/または命令として実装されてよく、その場合、一態様では
、そのようなコードおよび/または命令を使用して汎用コンピュータ(またはその他のデバ
イス)を上述の方法に従って1つまたは複数の動作を実行するように構成しかつ/あるいは
適合させてよい。
【００７２】
　1組のこれらの命令および/またはコードは、上述の記憶デバイス825などの非一時的コ
ンピュータ可読記憶媒体上に記憶されてよい。いくつかの場合において、記憶媒体はコン
ピュータシステム800などのコンピュータシステム内に組み込まれてよい。他の実施形態
では、記憶媒体は、コンピュータシステムから分離されてよく(たとえば、コンパクトデ
ィスクなどの取外し可能媒体)、かつ/あるいは記憶媒体を使用して記憶された命令/コー
ドによる汎用コンピュータのプログラム、構成、および/または適合を行うことができる
ようにインストールパッケージで提供されてよい。これらの命令は、コンピュータシステ
ム800によって実行可能である実行可能コードの形をとってよく、かつ/あるいは(たとえ
ば、一般に利用可能な様々なコンパイラ、インストールプログラム、圧縮/解凍ユーティ
リティなどのいずれかを使用して)コンピュータシステム800上でのコンパイルおよび/も
しくはインストール時に実行可能コードの形をとるソースコードならびに/またはインス
トール可能コードの形をとってよい。
【００７３】
　当業者には、特定の要件に従って実質的な変形を行ってよいことが、当業者には明らか
であろう。たとえば、カスタマイズされたハードウェアが使用されてもよく、かつ/ある
いは特定の要素はハードウェア、ソフトウェア(アプレットなどのような移植可能なソフ
トウェアを含む)、またはその両方に実装されてよい。さらに、ネットワーク入出力デバ
イスのような他のコンピューティングデバイスとの接続を使用してよい。
【００７４】
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　上述のように、一態様において、いくつかの実施形態はコンピュータシステム(コンピ
ュータシステム800など)を使用して本発明の様々な実施形態による方法を実行してよい。
1組の実施形態によれば、そのような方法の手順のうちのいくつかまたはすべては、プロ
セッサ810が作業メモリ835に含まれる(オペレーティングシステム840および/またはアプ
リケーションプログラム845のような他のコードに組み込むことのできる)1つまたは複数
の命令の1つまたは複数のシーケンスを実行したことに応答してコンピュータシステム800
によって実行される。そのような命令は、記憶デバイス825のうちの1つまたは複数のよう
な別のコンピュータ可読媒体から作業メモリ835に読み込まれてよい。単に一例として、
作業メモリ835に含まれる命令のシーケンスを実行すると、プロセッサ810は、本明細書に
おいて説明する方法の1つまたは複数の手順を実行することができる。
【００７５】
　「機械可読媒体」および「コンピュータ可読媒体」という用語を本明細書において使用
するときは、ある機械を特定の方式で動作させるデータの供給に関与する任意の媒体を指
す。コンピュータシステム800を使用して実現される実施形態では、様々なコンピュータ
可読媒体が、命令/コードを実行できるようにプロセッサ810に供給することに関与してよ
く、かつ/あるいはそのような命令/コードを記憶しかつ/または保持するのに使用されて
よい。多くの実装形態において、コンピュータ可読媒体は物理記憶媒体および/または有
形記憶媒体である。そのような媒体は非揮発性媒体または揮発性媒体の形をとってよい。
非揮発性媒体には、たとえば、記憶デバイス825のような光ディスクおよび/または磁気デ
ィスクが含まれる。揮発性媒体には、限定はしないが、作業メモリ835などのダイナミッ
クメモリが含まれる。
【００７６】
　一般的な形態の物理コンピュータ可読媒体および/または有形コンピュータ可読媒体に
は、たとえばフロッピー(登録商標)ディスク、フレキシブルディスク、ハードディスク、
磁気テープ、または任意の他の磁気媒体、CD-ROM、任意の他の光媒体、パンチカード、紙
テープ、穴のパターンを有する任意の他の物理媒体、RAM、PROM、EPROM、FLASH-EPROM、
任意の他のメモリチップまたはカートリッジ、あるいはコンピュータが命令および/また
はコードを読み取ることができる任意の他の媒体が含まれる。
【００７７】
　様々な形態のコンピュータ可読媒体が、プロセッサ810への1つまたは複数の命令の1つ
または複数のシーケンスを実行できるように保持することに関与してよい。単に一例とし
て、各命令は最初、リモートコンピュータの磁気ディスクおよび/または光ディスク上に
保持されてよい。リモートコンピュータは、命令をリモートコンピュータのダイナミック
メモリにロードし、その命令をコンピュータシステム800によって受信しかつ/または実行
すべき信号として伝送媒体を介して送信できる。
【００７８】
　一般に通信サブシステム830(および/またはその構成要素)が信号を受信し、次いでバス
805が信号(および/または信号によって保持されるデータ、命令など)を作業メモリ835に
転送し、そこからプロセッサ810が命令を取り込んで実行する。作業メモリ835によって受
け取った命令は、場合によっては、プロセッサ810によって実行される前または実行され
た後に記憶デバイス825上に記憶されてよい。
【００７９】
　上記で論じた方法、システム、およびデバイスは、例である。様々な構成において、様
々な手順または構成要素を、適宜、省略し、置換し、または加えることができる。たとえ
ば、代替構成では、本方法は、説明される順序とは異なる順序で実行されてもよく、なら
びに/または、様々なステージが加えられ、省略され、および/もしくは組み合わされても
よい。また、いくつかの構成に関して説明される特徴が、様々な他の構成と組み合わされ
てもよい。構成の様々な態様および要素を同様に組み合わせることができる。各要素は一
例であり、本開示または特許請求の範囲の範囲を限定しない。
【００８０】
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　例示的な構成(実装形態を含む)を完全に理解できるように説明では具体的な詳細が示さ
れている。しかしながら、構成は、これらの具体的な詳細なしに実践することができる。
たとえば、構成を不明瞭にすることを避けるために、いくつかの回路、プロセス、アルゴ
リズム、構造、および技法は、不要な詳細なしに示されている。この説明は、例示的な構
成のみに該当し、特許請求の範囲の範囲、適用可能性、または構成を限定しない。むしろ
、これらの構成についての上述の説明は、当業者を対象とする、前述の技法を実装するた
めの有用な説明である。本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、要素の機能およ
び構成に様々な変更を行うことができる。
【００８１】
　また、各構成は、流れ図またはブロック図として示されるプロセスとして記述され得る
。各構成では動作を逐次プロセスとして記述し得るが、動作の多くを並行して実行するか
あるいは同時に実行することができる。加えて、動作の順序は並び替えられ得る。プロセ
スは、図に含まれていない追加のステップを有してよく、あるいは1つまたは複数の図示
のステップを省略してよい。さらに、方法の例は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはそれらの任意
の組合せによって実装され得る。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、または
マイクロコードで実装されるとき、必要なタスクを実行するプログラムコードまたはコー
ドセグメントは、記憶媒体などの非一時的コンピュータ可読媒体に記憶され得る。プロセ
ッサは説明したタスクを実行し得る。
【００８２】
　いくつかの例示的な構成について説明してきたが、様々な変更、代替構造、および均等
物は、本開示の趣旨から逸脱することなく使用され得る。たとえば、上記の要素は、より
大きいシステムの構成要素であってよく、他のルールは、本発明の適用例に優先してよく
、あるいは場合によっては本発明の適用例を変更してよい。また、上記の要素が考慮され
る前、間、または後に、いくつかのステップを行うことができる。したがって、上記の説
明は、特許請求の範囲を制限しない。
【符号の説明】
【００８３】
　　100　システム
　　110　アンテナ
　　110-1　アンテナ
　　110-2　アンテナ
　　110-3　アンテナ
　　110-4　アンテナ
　　110-6　アンテナ
　　120　トランシーバ
　　120-3　トランシーバ
　　120-4　トランシーバ
　　120-5　トランシーバ
　　120-6　トランシーバ
　　120-7　トランシーバ
　　120-8　トランシーバ
　　120-10　トランシーバ
　　130　セレクタ回路
　　140　プロセッサ
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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月16日(2014.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナをトランシーバにマッピングすることのできるデバイスにおいて、
　各アンテナが、複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成された複数のア
ンテナと、
　複数のトランシーバであって、
　　第1のトランシーバが、前記複数の無線技術のうちの第1の無線技術を利用するように
構成され、
　　第2のトランシーバが、前記複数の無線技術のうちの第2の無線技術を利用するように
構成された
　複数のトランシーバと、
　複数の信号対雑音(SNR)測定値コレクタであって、
　　各SNR測定値コレクタが、前記複数のトランシーバのうちのあるトランシーバに対応
し、
　　前記複数のSNR測定値コレクタの各SNR測定値コレクタは、前記対応するトランシーバ
に関連するSNR測定値をプロセッサに送るように構成された
　複数の信号対雑音(SNR)測定値コレクタと、
　前記複数のアンテナのうちの少なくともサブセットであるアンテナと前記第1のトラン
シーバと、および前記第2のトランシーバとの間のマッピングを決定するように構成され
たプロセッサであって、前記決定することが、SNR測定値に基づいて前記第１のトランシ
ーバを前記複数のアンテナのうち少なくとも2つのアンテナにマッピングすることを含む
、前記プロセッサとを備えるデバイス。
【請求項２】
　前記プロセッサからの入力に基づいて、前記複数のアンテナのうちの前記1つまたは複
数のアンテナを前記複数のトランシーバのうちの1つまたは複数のトランシーバにマッピ
ングするように構成されたセレクタ回路をさらに備える、請求項1に記載のアンテナをト
ランシーバにマッピングすることのできるデバイス。
【請求項３】
　前記プロセッサは、ソフトスイッチングを使用して前記1つまたは複数のアンテナを前
記複数のトランシーバのうちの1つまたは複数のトランシーバにマッピングするようにさ
らに構成され、
　前記ソフトスイッチングが、前記複数のアンテナから受信した情報を前記第1のトラン
シーバに関連するメモリアドレスに書き込みことを含み、前記メモリアドレスが前記マッ
ピングに基づいて選択される、請求項1に記載のアンテナをトランシーバにマッピングす
ることのできるデバイス。
【請求項４】
　前記プロセッサは、前記第1のトランシーバが使用されていないときに前記複数のトラ
ンシーバのうちの前記第1のトランシーバを前記複数のアンテナのうちのすべてのアンテ
ナからアンマップすることを決定するようにさらに構成される、請求項1に記載のアンテ
ナをトランシーバにマッピングすることのできるデバイス。
【請求項５】
　前記プロセッサは、前記複数のアンテナのうちの2つのアンテナを前記複数のトランシ
ーバのうちの前記第2のトランシーバにマッピングすることを決定するようにさらに構成
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される、請求項1に記載のアンテナをトランシーバにマッピングすることのできるデバイ
ス。
【請求項６】
　各接触センサが、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナに関する接触を示す複
数の接触センサをさらに備える、請求項1に記載のアンテナをトランシーバにマッピング
することのできるデバイス。
【請求項７】
　前記プロセッサは、前記複数の接触センサの各接触センサから接触指示を受け取るよう
にさらに構成され、
　各接触指示は、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティと接
触しているかどうかを示す、請求項6に記載のアンテナをトランシーバにマッピングする
ことのできるデバイス。
【請求項８】
　前記プロセッサは、
　前記複数の接触センサから受け取った前記接触指示を分析して、物理エンティティと少
しでも接触している前記複数のアンテナのうちの前記1つまたは複数のアンテナを識別す
るようにさらに構成される、請求項7に記載のアンテナをトランシーバにマッピングする
ことのできるデバイス。
【請求項９】
　前記プロセッサは、
　前記複数の接触センサからの前記接触指示の分析に少なくとも部分的に基づいて前記複
数のアンテナのうちのあるアンテナを前記複数のトランシーバのうちの前記第2のトラン
シーバに割り当てるようにさらに構成される、請求項8に記載のアンテナをトランシーバ
にマッピングすることのできるデバイス。
【請求項１０】
　前記第1のトランシーバおよび前記第2のトランシーバの各々は、受信機能および送信機
能のうちの一方のみを実施する、請求項1に記載のアンテナをトランシーバにマッピング
することのできるデバイス。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　前記複数の信号対雑音測定値コレクタの各信号対雑音測定値コレクタから前記信号対雑
音測定値を受け取り、
　前記受け取った信号対雑音測定値のうちの少なくとも1つを使用してアンテナマッピン
グをいつ修正すべきかを判定するようにさらに構成される、請求項1に記載のアンテナを
トランシーバにマッピングすることのできるデバイス。
【請求項１２】
　各接触センサが、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナに関する接触を示す複
数の接触センサをさらに備え、
　前記プロセッサは、
　各接触指示が、前記複数のアンテナのうちの前記対応するアンテナが物理エンティティ
に接触しているかどうかを示す接触指示を、前記複数の接触センサの各接触センサから受
け取り、
　前記アンテナマッピングを修正すべきであると判定されたときに、前記受け取った接触
指示に少なくとも部分的に基づいて前記アンテナマッピングに対する修正を決定するよう
にさらに構成される、請求項11に記載のアンテナをトランシーバにマッピングすることの
できるデバイス。
【請求項１３】
　アンテナをトランシーバにマッピングするための方法であって、
　複数のトランシーバのうちの第1のトランシーバに関連する信号対雑音(SNR)測定値を受
信するステップと、
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　前記第1のSNR測定値の少なくとも部分的に基づいて前記複数のトランシーバのうちの前
記第1のトランシーバへのアンテナのマッピングを修正することを決定するステップと、
　各アンテナが複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成され、前記複数の
無線技術のうちの第1の無線技術に関して有効な電磁トランスデューサとして働く可能性
がある、複数のアンテナのうちの2つまたは複数のアンテナを識別するステップと、
　前記複数の無線技術のうちの前記第1の無線技術を利用するように構成された前記複数
のトランシーバのうちの前記第1のトランシーバに前記2つまたは複数のアンテナをマッピ
ングするステップとを含む方法。
【請求項１４】
　前記複数のアンテナのうちのアイドル状態の複数のアンテナを識別するステップをさら
に含み、アイドル状態の各アンテナは、現在通信に使用されておらず、前記1つまたは複
数のアンテナは、前記アイドル状態の複数のアンテナの一部である、請求項13に記載のア
ンテナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項１５】
　前記複数のアンテナおよび前記複数のトランシーバはモバイルデバイスの一部であり、
　前記複数のアンテナは前記モバイルデバイスのすべてのアンテナを含み、かつ
　前記複数のトランシーバは前記モバイルデバイスのすべてのトランシーバを含む、請求
項13に記載のアンテナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項１６】
　前記有効な電磁トランスデューサとして働く可能性のある前記複数のアンテナのうちの
前記1つまたは複数のアンテナを識別するステップは、前記複数のアンテナのうちの2つの
アンテナを識別するステップを含み、前記マッピングするステップは、前記2つのアンテ
ナを前記第1のトランシーバにマッピングするステップを含む、請求項13に記載のアンテ
ナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項１７】
　複数の接触センサから接触指示を受け取るステップをさらに含み、
　各接触指示は、複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティに接触し
ているかどうかを示し、前記識別するステップは、前記受け取った接触指示に少なくとも
部分的に基づく、請求項13に記載のアンテナをトランシーバにマッピングするための方法
。
【請求項１８】
　前記有効な電磁トランスデューサとして働く可能性のある前記1つまたは複数のアンテ
ナを識別するステップは、
　前記複数の接触センサから受け取った接触指示を分析して、物理エンティティと少しで
も接触している前記1つまたは複数のアンテナを識別するステップを含む、請求項17に記
載のアンテナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項１９】
　前記複数の信号対雑音測定値コレクタの各信号対雑音測定値コレクタから信号対雑音測
定値を受け取るステップと、
　前記接触指示を分析する前に、少なくとも1つの信号対雑音測定値を使用して、アンテ
ナマッピングを修正すべきであると判定するステップとをさらに含む、請求項18に記載の
アンテナをトランシーバにマッピングするための方法。
【請求項２０】
　コンピュータに、
　各信号対雑音測定値が複数のトランシーバのうちの対応するトランシーバに関連付けら
れた信号対雑音測定値を受信させ、
　第1のSNR測定値の少なくとも部分的に基づいて複数のトランシーバのうちの第1のトラ
ンシーバへのアンテナのマッピングを修正することを決定させ、
　各アンテナが、複数の無線技術に従って無線信号を受け取るように構成され、前記複数
の無線技術のうちの第1の無線技術に関して有効な電磁トランスデューサとして働く可能



(32) JP 2014-527357 A 2014.10.9

性がある、複数のアンテナのうちの2つまたは複数のアンテナを識別させ、
　前記複数の無線技術のうちの前記第1の無線技術を利用するように構成された前記複数
のトランシーバのうちの前記第1のトランシーバに前記2つまたは複数のアンテナをマッピ
ングさせるように構成された命令を含むコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２１】
　前記命令は、前記コンピュータに、
　前記1つまたは複数のアンテナを前記複数のトランシーバのうちの前記第1のトランシー
バにマッピングするよう指示する指示をセレクタ回路に送らせるようにさらに構成される
、請求項20に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２２】
　前記コンピュータに前記1つまたは複数のアンテナを識別させるように構成された前記
命令は、前記コンピュータに、
　前記複数のアンテナのうちの2つのアンテナを識別させる命令を含み、前記マッピング
は前記2つのアンテナを前記第1のトランシーバにマッピングすることを含む、請求項20に
記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２３】
　前記命令は、前記コンピュータに、
　複数の接触センサから接触指示を受け取らせるようにさらに構成され、
　各接触指示は、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティと接
触しているかどうかを示す、請求項20に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２４】
　前記コンピュータに、前記有効な電磁トランスデューサとして働く可能性のある前記1
つまたは複数のアンテナを識別させるように構成された前記命令は、前記コンピュータに
、
　前記複数の接触センサから受け取った前記接触指示を分析させて、物理エンティティと
少しでも接触している前記1つまたは複数のアンテナを識別させるように構成された命令
をさらに含む、請求項23に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２５】
　前記命令は、前記コンピュータに、
　前記複数のトランシーバのうちの前記第1のトランシーバが使用されていないときに前
記第1のトランシーバを前記複数のアンテナのうちのすべてのアンテナからアンマップさ
せるように構成される、請求項20に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２６】
　アンテナをトランシーバにマッピングするための装置であって、
　複数のトランシーバのうちの第1のトランシーバに関連する信号対雑音(SNR)測定値を制
御する手段と、
　前記SNR測定値の少なくとも部分的に基づいて前記複数のトランシーバのうちの前記第1
のトランシーバへのアンテナのマッピングを修正することを決定する手段と、
　各アンテナが、複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成され、前記複数
の無線技術のうちの第1の無線技術に関して有効な電磁トランスデューサとして働く可能
性がある、複数のアンテナのうちの2つまたは複数のアンテナを識別するための手段と、
　前記複数の無線技術のうちの前記第1の無線技術を利用するように構成された前記複数
のトランシーバのうちの前記第1のトランシーバに前記2つまたは複数のアンテナをマッピ
ングするための手段とを備える装置。
【請求項２７】
　前記複数のアンテナのうちのアイドル状態の複数のアンテナを識別する手段をさらに含
み、アイドル状態の各アンテナは、現在通信に使用されておらず、前記1つまたは複数の
識別されたアンテナは、前記アイドル状態の複数のアンテナの一部である、請求項26に記
載のアンテナをトランシーバにマッピングするための装置。
【請求項２８】
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　接触指示を収集するための手段をさらに備え、
　各接触指示は、前記複数のアンテナのうちの対応するアンテナが物理エンティティと接
触しているかどうかを示す、請求項26に記載のアンテナをトランシーバにマッピングする
ための装置。
【請求項２９】
　前記有効な電磁トランスデューサとして働く可能性のある前記1つまたは複数のアンテ
ナを識別するための前記手段は、
　前記接触指示を分析して、物理エンティティと少しでも接触している前記1つまたは複
数のアンテナを識別するための手段を備える、請求項28に記載のアンテナをトランシーバ
にマッピングするための装置。
【請求項３０】
　前記複数のアンテナおよび前記複数のトランシーバはモバイルデバイスの一部であり、
　前記複数のアンテナは前記モバイルデバイスのすべてのアンテナを含み、かつ
　前記複数のトランシーバは前記モバイルデバイスのすべてのトランシーバを含む、請求
項26に記載のアンテナをトランシーバにマッピングするための装置。
【請求項３１】
　前記複数のトランシーバのうちの前記第1のトランシーバが使用されていないときに前
記第1のトランシーバを前記複数のアンテナのうちのすべてのアンテナから分離するため
の手段をさらに備える、請求項26に記載のアンテナをトランシーバにマッピングするため
の装置。
【請求項３２】
　アンテナをトランシーバにマッピングするためのシステムであって、
　各アンテナが、複数の無線技術に従って無線信号を受信するように構成された複数のア
ンテナと、
　少なくとも1つのトランシーバが、少なくとも1つの他のトランシーバによって利用され
る第2の無線技術とは異なる第1の無線技術を利用するように構成された前記複数のトラン
シーバと、
　プロセッサからの入力に基づいて、前記複数のアンテナのうちのあるアンテナを前記複
数のトランシーバのうちのあるトランシーバにマッピングするように構成されたセレクタ
回路と、
　前記複数のアンテナの前記複数のトランシーバへのマッピングを制御するように構成さ
れた前記プロセッサと、
　各接触センサが、複数のアンテナのうちの対応するアンテナが外部の物体に接触してい
るかどうかを示す前記複数の接触センサと、
　各信号対雑音測定値コレクタが、前記複数のトランシーバのうちのあるトランシーバに
対応し、前記対応するトランシーバの信号対雑音測定値を求める複数の信号対雑音測定値
コレクタとを備え、
　前記プロセッサは、
　前記複数の信号対雑音測定値コレクタのうちの少なくとも1つからの信号対雑音測定値
および前記複数の接触センサのうちの少なくとも1つからの指示を使用して、前記複数の
アンテナのうちの少なくとも1つのアンテナの前記複数のトランシーバのうちの少なくと
も1つのトランシーバへのマッピングに対する修正を決定するようにさらに構成され、前
記マッピングに対する前記修正が複数のアンテナを前記複数のトランシーバの第1のトラ
ンシーバにマッピングすることを含み、前記複数のアンテナの少なくとも1つが外部の物
体に接触していないと判定されている、システム。
【請求項３３】
　前記セレクタ回路は前記プロセッサの一部である、請求項32に記載のアンテナをトラン
シーバにマッピングするためのシステム。
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